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Tribesmen (1961)は， 1971年には版を重ねてベーパー
パック版となり，英米の人類学の教師によって，広く利
用されているという．
人類学は，たしかに，最近20年のあいだに大きな転機
を迎えたように恩われる．すなわち，相対的に孤立し
た，動きのすくない，未聞の部族社会の研究から，現代
のゆれ動く複雑な社会，とくに都市社会への研究へと，
研究の関心が移りつつある．
もちろん，人類学において都市研究は，最近はじめら
れたものではない．人類学者による都市のコミュユティ
ー研究は，すでに1920年代の末から行なわれ，隣接分野
の研究者にも多大の影響を及ぼしてきたのであった．し
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かし，全般的にみて第二次世界大戦後の，とくに1950年
以降の都市人類学の研究は，それ以前の研究とは，その
分析の視角や方法において，かなり違ったものになって
きている．すなわち，従来の都市研究は，都市のコミュ
ニティーを，いわば部族社会とのアナロジーにおいて，
あるいは部族社会の研究で練りあげられてきた用具によ
って分析する傾向があったしまた，都市化にともなう
諸現象を，民俗社会の解体現象としてとらえる傾向がみ
られた．
ところが，最近では，都市の社会システムそのもの
が，あるいは都市においてあらたに形成される文化や行
動のパターンが，人類学者の研究対象となってきてい
る．また，都市社会の分析方法にしても，たとえばネッ
トワークに代表されるような，数学的な新しい手法が登
場してきている．
もちろん，人類学者によるこのような新しい都市研究
があらわれてきた背景には，第二次世界大戦後，世界的
に進行した工業化と都市化の問題，ことに！日植民地の独
立と多くの発展途上国の登場，および，それらの国々に
おける急激な工業化と都市化のさしせまった動きを考え
ることができょう．
ここでは， 1950年以降の新しい人類学の流れのなかか
ら，とくに11人の人類学者を選び，その業績の一部を，
できるだけ原文の主旨を生かして，要約して紹介した．
しかし，限られた紙面のなかに，原文の主旨をもりこむ
ことができない場合には， 〔 〕のなかにいれて，筆者
の観点による要約ないしコメントをつけ加えた．なお，
)I慎序はA,B,C順である．
ちなみに，ここに選んだ学者のうちには，すでに戦前
に，都市人類学についてのすぐれた業績を公にした人ひ．
とも含まれているが，しかし，とりあげた著書ないし論
文は，すべて1950年以降，公刊されたものである．
なお，都市革命が人類の社会組織に与えた影響につい
て論じた R.McC. Adams教授の TheEvolution of 
Urban Society : Early Mesopotamia and Prehispanic 
Mexico (1966）は，ロチェスター大学における 1965年
度の LewisHenry Morgan Lectureをまとめたもので，
当然，ここにとりあげるべきであるが，紙帽の関係もあ
って割愛した．ここにとりあげることがで、きなかった，
都市人類学の多くのすぐれた業績とともに，またあらた
めて紹介したいと思う．
各々の学説の紹介にはし、るまえに，現代の都市人類学
がかかえている課題をいくつかとりあげてみよう．
1. 都市革命
都市革命の問題は， Childeによって，つとに1920年代
の末に提唱されていたが， 1950年以降，都市革命の前提
条件は何か，何が人類を都市文明の門口にまで導いたの
か，ある集落を都市とみなし得るための最も重要な基準
は何か，都市の出現によって人類の社会，文化，道徳秩
序はどう変化したのか，といった問題が，多くの資料的
な裏付けをもって，再び新しい視角からとりあげられる
ょうtこなってきている．
たとえば， Braidwoodは都市革命の前提条件となった
食料生産革命を，西アジアにおける一連の発掘調査を通
じて科学的に証明し， また1961年， Willeyと共同して
「都市生活にいたる道筋」について，世界各国から10数
名の先史学者，人類学者を集めてシンポジウムを開催し
た（Braidwood& Willey, 1962）.さらにまた， Redfield
は，都市革命が，人類の道徳秩序や世界観にどのような
影響を与えたかとし、う問題を，現代の未開社会が西欧の
都市文明に接触するときに生ずる諸現象と平行させなが
ら論じ，ユニークな都市文明論を展開した（本航参照）．
Childe自身， 都市革命についての最もまとまった見解
を， 1950年， リパプー ノレ大学のTownPlanning Review 
に発表している（本稿参照〉．
2. 都市化の意味 meaning
都市化の問題は，従来，一般的には，人口の都市集中
と，それによってひきおこされる地域的，社会的変化の
問題としてとらえられてきた しかし，人類学において
は，都市化は，＇r－なる社会環境の変化としてではなく，
都市の社会システムの中で生活することによって，ある
いは都市的生活様式の影響をうけることによって生ずる
人びとの行動様式や思考様式，さらには価値の変化とし
てとらえられてきた．
たとえば， Mitchellは1956年の論文において，都市化
を都市地域に特有の行動様式が発遣することと規定して
いるし， Philip Mayerも， 都市化を人々の行動様式や
価値 valuesの変化の問題としてとらえ， 都市化におけ
る道徳的誘悶を重視している．さらにまた Littleも都市
化の意味を「都市で発生した，あるいは都市に特徴的な
物質的，非物質的な文化の諸要素を獲得すること」と規
定しており，この文化の諸要素のなかには，人びとの行
動のパターンや思考様式，および組織の形態を含む，と
述べている（本稿参照〉．
そして，都市化の意味を人びとの行動様式や価値の変
化としてとらえる結果として，都市という地域に生活す
る人びとがすべて都市化されているとは限らないし（cf.
Mayer 1961），都市以外の地域に住んでいる人びとで
も，社会的文化的条件によっては，十分に都市化されて
いる場合がある，とL、う見解が生ずる（cf.Little 1971). 
つまり，都市化とL、う社会・文化的なプロセスは，都市
という地域にのみ限定される現象ではないのである．
なお，都市化の問題は，人類学においては，しばしば
脱部族化合trihalizationの問題として論じられてきた
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というのは，人類学者が研究の対象としてきた都市のな
かには，たとえば，アフリカの新興都市のように，植民
地統治と工業化にともなって，後背地の部族地域から大
量の労働人口を吸収することによって発展してきた都市
が多〈含まれるからである．このような新興都市は，い
わば「白人がつくって黒人が住む都市」であり，都市と
後背地の部族地域とは，社会・文化的に，ことに「行為
の規範Jにおいて不連続で・あった.(cf. Southall 1961, 
Mitchell 1966）.したがって都市に移住してきた人びと
は，いやおうなしに異質な資本主義的な経済システムや
社会制度や文化への適応をせまられ，多くの場合，新し
い行動様式をつくりあげなければならなかった．都市化
の問題が脱部族化の問題として論じられてきたのは，こ
のような理由によるものである．さきに述べたように，
都市化の意味が，人類学者によって，行動様式や価値の
変化として規定されてきたひとつの背景も，またここに
ある．
しかし，都市化の問題を，単に地域的，社会的環境の
変化としてとらえるだけでなく，人びとの行動様式や価
値の変化の問題としてとらえることは，たとえば我国に
おける都市化の問題を考える場合にも，多くの示唆をも
つのではなかろうか．
3. 都市的生活様式の特質：選択性の拡大
都市の特質は何か，都市的生活様式とは何か，という
問題は，すでに1930年代から， Redfieldや Wirthによ
って， citywaysないし urbanismの問題として論じら
れてきた．しかし， Redfi日Idにおいては， citywaysは，
folk waysの対極にあるものであり， folkwaysのいわ
ば解体現象としてとらえられる傾向があったし， Wirth
においては，アーパニズムを規定してくる外的諸要因，
すなわち人口の量，密度，異質性と，アーパニズム研究
への接近の方法については詳しく論じられているが，肝
心のアーパニズムの内容規定は，必ずしも明確ではなか
ったように恩われる．
では，最近の都市人類学においては，都市あるいは都
市的生活様式の特性をどのようなものとしてとらえてい
るであろうか．
0. Lewisは，「工業時代，前工業時代を問わず，都市
を都市たらしめている特性のひとつは，都市が，少なく
とも潜在的には，それがおかれている全体社会の他の地
域にくらべて，生活の大部分の局面において，相対的に
輔の広いサーピスと選択肢を提供することであるJとの
べている．そして， Lewisにおいてはアーパュズムとは，
職業，住居，食物，衣服，教育施設，医療施設，旅行，
任意団体などについて，相対的に幅の広いサービスと選
択肢とを手にいれうることなのである．この見解に立っ
と，同じ都市の住民であっても，たとえば社会経済的な
条件によって，都市が提供するサ｛ピスにほとんどあず
かることができず，実際上，限られた選択肢しかもたな
い人びとは，都市的生活様式をもっとはいいがたいので
ある.Lewisによればいわゆる《貧しさの文化》culture
of povertyをになう都市の下膚民は，この種の人びとな
のである．つまり，彼らは，同じ都市に住む，富裕な人
びとにくらべて，相対的に都市化されていないのであ
る.(Lewis 1973，本稿参照）．
ところで，都市的生活様式の特徴を選択性の拡大にも
とめる見解は，つとに PhilipMayerによって出されて
いた．ここでいう選択性とは，選ばれる制度や物の多様
性と，選択的行動の両面をふくむ．選択的行動とは，た
とえば，ある個人がレジャーを楽しんだり，買物をした
り，任意団体に入ったり，人とつきあったりしようとす
る場合に，それぞれについて，数多くの制度，財貨，機
会，サーピスが用意されていて，そのなかのひとつある
いは幾っかを選びだすような行動を意味する．このよう
な選択性の幅は，一般的には，都市においては農村にお
けるより，いっそう広がっているとみることができょ
う。逆にいえば，都市は人びとに対して農村にくらべて
いっそう多くの選択的行動を要求しているのである．
P. Mayerは，この点に注目し，都市的生活様式の特徴
を多様性のなかからの選択に求め，都市的行動様式の特
性として，選択的行動を積極的に評価したのであった．
しかし，都市が生活のさまざまの局面において多様性
を用意し，個人的な選択を許すとしても，都市に住む人
びとが，すべて，同じ程度に選択的行動を行なうとは限
らない， Mayerは，イーストロンドンのホーサ族移住民
の研究を通じて，同じ都市的環境に生活していても，種
々の場面において，選択的行動を自ら制限してしまうカ
テゴリーの人びとがし、ること，しかも，彼らのそのよう
な態度attitudeには価値的要因が強く作用していること
を明らかにした．
要するに， LewisもMayerも，多様性のなかからの選
択，ないしは選択性の拡大を，都市および都市的生活様
式のひとつの重要な特性とみることにおいて，共通して
いると考えられる．しかも，両者とも，同じ都市の住民
であっても，何らかの要因によって，実際上，選択的行
動をとらない，あるいは制限されている人びとがし、るこ
とに注目している．そしてこの選択的行動を制限する要
因をLewisは貧困という経済的条件にもとめ， Mayerは，
人びとの内面の価値にもとめたのであった．
4. 都市におけるヱス＝シティー ethnicity
従来，ややもすれば，都市は民族や文化のルツポであ
ると考えられ，都市に住む人びとのコスモポリタ γ的性
格が強調されてきた．
しかし，実際には多民族都市においても，各々の民族
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的集団は必ずしもひとつの文化にとけあわず，かえって
それぞれの民族らしさを意識し，自分たちの民族的集団
への帰属意識を明確にもち続ける場合があったのではな
かろうか．そのような場合，エスニシティーが都市研究
の重要な課題として浮びあがってくる．
ちなみに，エスニシティーは，一般的には，自己の属す
る民族的な集団に対する忠誠，あるいは帰属意識として
理解されるが，たとえば，アフリカに関しては，それは
トライパリズムとほとんど同義につかわれている. (cf. 
Little 1971・26,Gluckman 1961・67-8)
それにしても，エスニシティーは，そのあらわれ方は
さまざまである．そのひとつは，たとえばアフリカにお
いて，都市に移住してきた部族の出身者が，部族の土地
に対する権利を確保しておきたいために，種々の部族的
慣行，とくに親族への義務を守るケースである．これ
は，都市に移住した人たちが賃労働者で，一般に低い賃
金で雇われていて，しかも都市が社会保障の制度を欠い
ているような場合に起こりうる.(cf. Little 1971 : 10 
-11 Gluckman 1961 77-78). 
またエスニシティーは，都市に住む部族の出身者たち
が，自分たちの都市における政治的利害を守るために，
自分たちの独自性を強調し，結束を強めるとし、う場合に
も表面化する。たとえば Cohenの報告したヨルパの都
市におけるハウサ族の politicalethnicityなどはその例
である（Cohen1969 27, 194-200〕．
さまざまのエスニシティーのなかで，都市人類学にと
ってとくに興味深いのは，いわば民族主義的なエスニシ
ティーである．つまり都市に移住した部族民が自己の部
族の伝統的文化や自分らしさを再評価し，それをテコに
して都市社会に適応していくようなケースである．
この種のエスニシティーは，しばしば，部族の出身者
が都市で結成する部族的結社 tribalassociations一一そ
れは東西アフリカに広く分布しているーーを通じて強化
されることがある．この種の団体は，たいてい相互扶助
や娯楽を目的として結成されるが，しかし，表向きの目
的とは別に，部族出身者のソーシャリゼーションの機能
をはたしている場合が多く，また，定期的に会合を開い
て活発に活動し，その成員たちに対して，部族集団や部
族文化への関心を鼓舞するという．部族的結社のうちに
は，もはや，部族の生活を知らない若い世代のために，
部族の言語や歌謡，歴史などを記録して伝えようとして
いるところもある．また団体のリーダーたちは，部族精
神の再評価のうちに近代化への契機をみし、だそうとして
いることがある（cf. Little 1971・11-16).
ここでとくに注目されるのは，この種の結社が部族出
身者のエスニシティーが強固であるときに結成されるの
ではなくて，むしろ，部族のアイデンティティと集団的
まとまりが崩壊に瀕したとき，結成されるケースがある
ことである． Bantonの報告したフリータウンのテムネ
族の青年会の場合がこれに当る〔Banton 1957 : 218, 
1965，本稿参照〉．
以上のような都市におけるエスニシティーは，部族社
会に対する単なる帰属意識や忠誠ではなく，部族の伝統
的な文化や部族民らしさにたいする積極的評価を含んだ
ものであり，もとより，それは，部族社会におけるエス
ニシティー，あるし、はトライパリズムとは次元を異にす
るものなのである
5. 都市研究の方法
都市人類学がかかえているもうひとつの重要な課題
は，都市研究の方法論の問題である．従来，人類学の主
要なフィーノレドは，いわゆる未開社会の研究であり，そ
のためには，人類学者はかなり精綴な分析用具を工夫し
てきた．しかし，現代の都市社会の研究には，未聞社会
の研究とはちがった，分析の視角や方法が要求されるは
ずである．では，実際には，人類学者は，都市の研究を
どのような分析用具によって行なってきたのであろう
か．そのことはまた，人類学者のもつ都市の概念一一都
市の社会や文化をどのようなものとして理解するかーー
に関わってくる問題でもある。
Mitchellによれば，人類学者による都市研究には二つ
のタイプがあるという．そのひとつはいわゆる社会調査
social survey (S.S.〕， もうひとつはインテンジフ・ス
タディ intensivestudy er. s.〕である．
s. s.は，第二次世界大戦後，英国の人類学者が，ザ
ハラ以南のアフリカ都市の研究をはじめたとき，統計的
手法と結びついて，さかんに行なわれた方法であった．
当時のアフリカには，一般に，研究者が利用しうるよう
な官庁統計が十分に用意されていなかったから，人類学
者自身が，まず概括的資料を集める必要があったのであ
る．また人類学者の側にも，都市アフリカの現象を分析
するための適当な枠組が用意されていなかったので，
「比較的機械的な手続によって，たいした理論的支柱もな
しに行なうことのできる S.S.は，都市の研究をはじめ
るのに，もっとも有望な手法であるようにみえた」ので
ある．さらにまた，「I.s.は，都市においては，農村地
帯におけるようには，簡単に気持ょくできるものではな
い， という無視できない事実があった」． アフリカの南
半分の都市においては，人類学者の参与観察に対して
は，多くの政治的制限があったが，アフリカ人のインタ
ヴュアーによって行なわれる s.s.は，少くとも最近ま
では，こうした困難をともなわずにできたという．なお，
人類学者の聞には，都市においては，データが絶望的に
複雑だから，統計などの量的な方法が不可欠である，と
いう堅固な信念があった（Mitchell 1966 : 39-42). 
一方， I.s.は，人類学者自身による比較的長期の心の
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かよった詳細な参与観察と，自由応答法による面接に基
礎をおいている．このようなI.s.は，統計的調査などに
たいして，すぐれて質的な方法であり，従来は，主とし
て部族社会の研究に適用されてきた．ところが最近で
は，都市社会の研究においても，この質的な方法が，む
しろ積極的に評価されるようになってきている．もちろ
ん，量的分析にしても，質的分析にしても，それは現実
のある一面の切りとりにすぎないから，両者は時と場合
によって使いわけられ，併用されることが望ましいこと
はいうまでもない．しかも Mitchellによれば，「I.s.と
量的研究のこの相互作用において，実り豊かな仮説は，
たいてい I.s.によって得られた洞察から生まれる傾向
がある．量的研究にふさわしい役所は，仮説を生みだす
ことよりも， I.s.によって生み出された仮説を検証し，
洗練させることにある」（Mitchell 1966 : 42). 
では，人類学における，ことに都市研究におけるI.s. 
とはどのようなものであろうか．ここでまず想起される
のは，英国人類学者によって行なわれたソーシヤノレ・ネ
ットワークの手法である．ネットワークは，いわば数学
のグラフ理論の一部でORやPERTなどきわめて広く応
用されており，一般に二つ以上の点とそれらをつなぐ辺
で与えられる網の目図形のことである．人類学のソーシ
ヤル・ネットワークにおいては，通常，個人ないし人び
とのあつまりを点，社会的なやりとり，あるいは，情報
の流れを辺として表わし，ある個人を起点として，その
個人に直接関接につながってくる社会関係一一いわゆる
personal networkー ーを分析するのである．
たとえば， Epsteinは，都市の社会システムを，二つ
の個体のあいだの社会的やりとりの複雑な連鎖の集積と
仮定し，ある個人が一定期間内に行なった社会的やりと
りを縮大もらさず記録し，それを分析することによっ
て，そこにあらわれる社会行動のパターンや，社会生活
のなかでたえず繰り返される主題といったものを見いだ
そうとしている（Epstein 1961 : 39, 43, 1969 : 84, 
94，本稿参照）．
都市研究におけるネットワーク法の利点は，発展期の
都市のように流動性がきわめて高く，一見無秩序でとら
えがたい社会における，偶然の社会関係の規則性 regu-
larityやパターγをみつけだすことができるという点に
ある．人類学者がこの方法によってとらえようとするの
は，集団というレベルではとらえられなし、，つまり集団
内の構造化された地位・役割では説明できない，人間行
動や社会関係のパターンなのである．いうまでもなく，
人類学で扱うこのようなネットワークは，社会心理学な
どで扱う実験室的な小集団のネットワークとは異なる．
英国の社会人類学においてネットワークの手法が，社
会の分析用具として用いられるようになったのは， 1950
年代のなかばからで， J.A. BarnsやE.Bottを鳴矢と
するが（Barns 1954, Bott 1957），最近の都市研究に
おいては，このネットワークの手法が，従来の構造的機
能的分析にかわって，あるいはそれを補うものとして，
しばしば用いられているのである（Mitchell 1966 : 54 
-56, 1969 : 9-10，および本稿参照）．
なお，人類学者が都市で行なうI.S.のうちで，もうひ
とつの注目される手法は， 0. Lewisのいわゆる「嬢生
門的手法」 theRashomon-like techniqueあるいは「複
合的自伝の手法JThe method of multiple autobio-
graphyである．これはLewisがメキシコ・シティの下層
民の家族を調査するときに用いた手法であり，ある家族
を，家族の各構成の詳しい自伝を通じて，各構成員の眼
を通じてとらえるという手法である（ノレイス 1970: 15, 
吉田・ 1969参照〕．
この「複合的自伝の手法」は，さきに述べたネットワ
ークの手法とは，その理論的背景をまったく異にしてい
る．しかし人々の行動を，構造的なオーダーにおいて，
つまりある構造化された社会集団内の地位や役害I］におい
て説明するのではなく，個人的オーダーにおいて捉えよ
うとしている点において，このごつの手法は，一脈相通
ずるものをもつように思われる．ともあれ，ある社会や
文化を，生身の人間の行動を追いながら，生き生きと描
き出すこれらの手法が，複雑な社会，とくに都市社会の
研究を通じて，ほぽ時を同じくして英米の人類学にあら
われてきたことは注目すべきであろう
ちなみに， J.Gulikは，その論文＂ UrbanAnthropo-
logy, its Present and Future”において， 人類学者は
visualizerでなければならず， 人類学こそ「生きた環境
に対処しながら生活している人びとのフィーリングを伝
える」ことのできる学問である，と述べているが，
Epsteinや Lewisなどの研究は，その好例ではなかろう
か．
ところで，伝記的手法は別としても，ネットワークの
手法は，都市のI.s.にはきわめて有効な方法ではあるけ
れども，それはあくまで短期的であり，長期の動態をと
らえるには適した方法とはいえない．ところが，都市，
ことに発展期の都市は，部族社会や農村社会にくらべ
て，うつりかわりのはげしさこそが特徴なのである．そ
のようなはげしい変転をとらえる方法としては，別にダ
イアクロニックな方法が適用される．ダイアクロニック
な方法には，単なる参与観察ではなしに，種々の記録類
の分析や聞きとりによる過去の再現が含まれる．
たとえば， Epsteinは，ノレアンシャにおける政治・行政
システムの研究において，銅山地帯に都市が開けて以後
の約30年を視野にいれながら，白人の企業主がアフリカ
人労働者の統制に利用しようとした部族的権威（Tribal
Eldersないし TribalRepresentatives）のリーダーシッ
プが，労働争議の危機的な局面において，いかにして，
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都市の産業社会のなかで生まれた新しいリーダーたちに
よって排除されていったかを分析している（Epstein
1968〕.Bantonもまた，フリータウンの研究において，
宣教師の記録や市当局の記録類を参照して，後背地の部
族地域からの労働人ロの流入が高まってきた19世紀末か
ら今世紀の50年代までの約80年を視野にいれながら，
部族の出身者たちが，し、かにして，そのアイデンティティ
を保ちながら，都市社会に適応し，彼らの政治的地位を
高めていったか，そのプロセスを分析している（Banton
1957, 1965，本稿参照）．
ところで，ダイアクロニックな方法が都市社会の研究
に欠くことができないのは，実は都市の社会システムそ
れ自体の性格にもとづくものなのである. Epsteinが持
摘しているように，都市，ことに発展しつつある都市は
部族社会のようにクローズド・システム closed system 
ではなく， オープン・システム opensystemを形づく
る オープンシステムとは，それ自体のうちに内部的な
発展と変化の道が開かれているようなシステムである（
Epstein 1968・22ー 28）.このような性格をもっ都市の
研究においては，社会や文化をその笈化していくプロセ
スにおいてとらえるだけでなく，（；＼uckmanも指摘する
ように，一定の決定的局面において分析し，発展の方向
を見定める必要があるのである (Gluckman 1961 80 
81〕．
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1. パントン（都市化における任意団体の役割〉
Michael Banton (19 ー ） ブリストノレ大
学教授．西アフリカおよび英国の都市においてフ
ィールドワークを行ない，部族民の郎市化の問
題．都市における人種問題を分析している．著書，
論文として，
The Coloured Quarter ・ l¥ぞgroImmigrants rn 
an English City, 1955. 
West African City ・ A Stud、。iTribal Life 
in Fr町 town, 1957 （本稿使用）
White and Coloured ・ The Behaviour of British 
People toward Coloured Immi巨rant,1959 
Social Ali宮nmentand Identitv in a West 
African City (in Urbanization and Migration 
in West Afica, Hilda Kuper ed.〕1965（本制
使用）
Race !<.elations, 1967 
などがある．
I 都市化と社会・文化の再編成・再創造・変移論
transition theory ti判
アフリカの都市に起こっている変化をあっかう場合
に，一部の人類学者は《トライパリズム》対《西欧社会》
というような対極概念を丹jL、るが，このような考え方に
は問題がある． ；ひとつの｝1!象的に考えられた状態から
の変移transitionの傾向を似定することは，正当であり，
かっ有効て、はあるけれども，部族社会がますます《西欧
化》しつつあると組定することは，正当でもなければ有
効でもない．このような脈絡において《変移》という言
葉を使うことさえ誤解をまねく~－旧英領西アフリカの
事例をみるかぎり，アフリカ人の指導者ーたちは，ある時
期がくると，彼らの伝統の再確認を行ない，それにたち
戻る傾向があり，近代的ではあるが，とりわけアフリカ
的な文化をf!}i}IJ造しようとするからである（Banton
1957 : 218). 
この種の変化の変移論transitiontheoryによる概念化
の試みのうち，もっとも洗練されたものは，レッドフィ
ーノレド教絞のそれである．彼は比較的狐立した未聞の農
民社会の諸特徴一一たとえば孤立性，同質性，聖的価値
体系，連帯性など←ーをあつめて一つの社会の類型（l、
わゆる民俗社会）を設定し，都市社会をこれとの対比に
おいて促えようとした．すなわち，民俗社会は都市社会
言見
と接触し，あるいはコ 4ュニケーションを行なうように
なると，それがもっていた諸特徴とは逆の方向に変化し
ていき，その給果として，文化の解体 disintegrationof 
culture，世俗化 secularization，個人化 individualization
が生ずる レッドフィーノレドの学説によれば，これらが，
とりもなおさず，都市社会の特徴ということになる
(ibid. 218-9〕．
しかし， 「この定式化は，変化しつつある未開の農民
社会についての観察を説明し系統だてるのには役立つこ
とが証明されているけれども，その都市生活の消極的
な規定のゆえに，都市社会そのものの内部における諸傾
向を分析するためには，ほとんど役に立たないのであ
る 郷市生活がここにあげた〔民俗社会〕の諸特徴の逆
を示すことは真実であろう．しかし，都市生活はまた農
民社会によっては規定しえない，他のものをもっている
のである．フリータウンの場合，まず心にうかぶのは，
任意団体 voluntaryassociationsの社会制度としてのみ
ならず，文化の応胎者，創造者としての積梅的な重要性
である〔ibid.: 219〕．
〔つまり， Bantonの見解を要約すれば，農民社会の崩
壊という観点からだけでは都市化の現象は把握できな
い，都市化という変化のうちには，それ以前の社会・文
化の解体とともに新しい社会・文化の再編成，再創造の
運動が含まれている，ということになろう．〕
I 都市化における任意団体の役割
フリータウンにおいて，新しい社会システムと文化の
形成に大きな役割をはたしたのは，出身部族の同一性を
基礎にして形成された，さまざまな部族のさまざまな任
意団体であった．それらの任意団体のなかでも，とくに
注目されるのは，テムネ族の青年会 TemneYoungmens 
Companiesである．
この団体は，もともと成員の家族に不幸があった場合
に，比舞金を支給する一種の相互扶助団体，兼，娯楽団
体であったが，やがてテムネ族の自己向上運動 self
improvement campaignsの拠点となり，野心的な青年
の再教育の機関となり，また一種の政治的圧力団体とな
っていった この青年会は，自分たちの団体あるいは指
導者たちを誉めたたえる歌をつくり，また独自のダンス
をつくり，その成員に対しては，一般の人びとより高い
規準の行動や服装を要求した．しかも青年会は，その内
部に数多くの役職のポストを用意し，多くの青年たちを
それに就かせることによって，彼らの野心を満足させる
とともに，彼らに組織というものを運営するやり方を学
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ぶ機会を与えた．この種の青年会は青年たちのあいだに
大いにうけて，市内の各所に同様の団体がつくられ，ま
た，すでにある団体の支部がつくられていった．野心的
な青年たちは評判のよい団体の成員になり，指導的地位
につくことによって，自己の威信prestigeを高めるとと
もに，フリータウンにおけるテムネ族の他の諸部族にた
いする威信を高めようとした．そのため，評判のよい団
体は，いきおい入会志願者の選考にも慎重になり，志願
者の半数以下しか加入を許可しない団体もあるほどであ
った（Banton1957 : 166ー 74,189; 1965 : 141-4). 
ともかく，「それらの諸国体は，意識的，無意識的に，
テムネ青年の近代的分子を代表する圧力団体として活動
する傾向があった．その成員たちは〔フリータウンとい
う〕半産業社会 semi-industrialsocietyにふさわしい共
通の価値valuesをわけもち，しかも，幾らかは伝統的秩
序に反対した．もっとも，彼らは機会があれば伝統的秩
序に頼ったけれども」（Banton1957 : 175; 1965目142).
こうした任意団体は，精神的，物質的に個人を支えてい
るという点で，かつての農村社会のリネッジないし親族
集団の地位にとってかわるものであった．フリータウン
に移住してきたテムネ族は，このような任意団体を結成
することによって，自分たちのアイデンティティと集団
の崩壊を防ぎ一一ちなみに，以前は教育をうけたテムネ
青年は，教育相応の職業につくためには，彼の親族と言語
を捨てて，すなわちテムネ族であることをやめて，より有
力な他の民族集団，たとえばクレオーノレの仲間に入らな
ければならなかったーーまた都市社会にふさわしい行動
様式を身につけていったのであった．任意団体はこの
意味で一種の適応のための制度とみなし得る（Banton
1957 : 180, 216; 1965 : 137, 142, 146). 
〔パントンは都市化にともなう社会・文化の再編成に
おいて，人々が行なう選択の要因を重視する．すなわ
ち．〕
テムネ族の場合，彼らは経済や技術に関してはヨーロ
ッパを手本としたが，一方では回教に改宗してその諸慣
行をとりいれ，また他方では部族的価値を保持しつづけ
ている．任意団体の役職者の肩書とその職務ひとつにし
ても，西欧的，回教的，部族的諸要素がたくみにとりい
れられ，その想像力に富んだ使い方は，決してヨーロッ
パのモデルのサノレマネではない． この点， J.C. ミッチ
ェルのローデシアにおけるこの種の任意団体の研究は，
「西欧化のプロセスに力点を置きすぎており，アフリカ
人の側からする意識的な選択の要因を軽視しすぎてい
る」（Banton1957・182).
血 多民族都市における民族と階層
「……都市社会の発展において，アメリカの経験は，
ヨーロッパの経験よりもアフリカのケースにいっそうよ
く当てはまるように思われる．アメリカの都市は，もろ
もろの民族集団の流入により著しい速さで発展してきた
が，それらの民族的諸集団は，アフリカの諸部族の場合
に似て，階層的基礎の上にヨコ筈I]りに分裂する代りに，
相互にタテ割りにix：分されてきた．流入が小さいときに
は，移住民は受け入れ側の集団の文化や制度の様式に同
化し得たが，しかし，アメリカやアフリカの多くの都市に
は，もともと受け入れ側の集団がなかった．民族集団は
相互に政治権力の獲得のために競争し，合意といったも
のが得られるとすれば，それは互に競いあうもろもろの
伝統のまぜあわせであった J (Banton 1965 131). 
〔もちろん，パントンは民族的ix：分が階層的区分と重な
りある場合があることを無視していない．すなわち，〕
フリータウンにおいては，解族奴隷の子孫であり，す
でに英国風の文化を身につけていたクレオーノレのまわり
に，19世紀以来，後背地から多数の部族民が移住してきた
結果， タレオーノレが上層を部族の出身者が下層をなすに
いたった．この状況は，19世紀のニューイングランドの状
況一一一すでにその地位を確立していた英国系のアメリカ
入社会のまわりに，洪水のようにアイノレランド系移民が
おしょせた と平行関係にある（Banton1965 : 136). 
フリータウンにおいては，テムネ族のような部族の出
身者は，任意団体の結成を通じてその地位を高め，先住
者たるクレオールと政治的地位を争うところまでいった
が，そのことはまた，同じ部族の出身者のなかに，新し
い階層を生みだす結果をまねいた．しかし，少なくとも
調査の時点〔1950年代末〕においては，政治問題に関す
るかぎり，部族的紐帯は，社会階層による紐帯に比して
いっそう重要性をもっている（Banton1965 : 137, 145 
-6〕．
2. プレイドウッド（都市文明への道筋〕
Robert ]. Braidwood (1907ー 〕．米国デト
ロイト生まれの人類学・考古学者.1932年ミシガ
ン大学を卒業し， 1942年シカゴ大学において学位
を取得．シカゴ大学オリエント研究所職員，兼，
同大学人類学教授.1933年以来，シリア，イラク，
イランなど酋アジア各地で発掘調査に従事．彼の
行なった「一連の調査研究の目的は，一貫して，
西アジアにおいて人類史のうえではじめて起った
《食料生産革命》を科学的に証明し，その展開の
様態を克明に追跡することにあった」（泉 1969:
214〔監訳者のことば〕〕という．
都市に関していえば，プレイドウッドの関心
は，人類史に出現したさまざまの初期の都市それ
自体よりも，むしろ，都市文明の入口 thethresh-
olds of Urban Civilizationにいたるまでの文化
i4 都市研究報告第46～49号
的地眺め，ないしは，文化的増強はどのようにし
て行なわれたかという点にあった．
本稿で紹介するのは，プレイドウッドの著した
ポピュラーな入門書である PrehistoricMen, 
1967 (7th edition，泉靖ー監訳『先史時代の人
類』 1969〕である．なお，本書の初版は1948年に
刊行されている．
I 《文明》とは何か
「……文明とは都市化，すなわち都市が生まれるとい
うことを意味する，と私は思う．それはまた，形式のと
とのった政治機構が作られること，つまり，人聞が，王
や政府の組織を作り上げることも意味する．さらに，政
治のためには，人間の行動を律する形のととのった法が
ーーときには民衆の意志に反して一一必要となってくる
だろうし，いろいろな機関が設置されたのちには，道路，
港湾， l檀概周の運河などの事業を組織化し，またそうし
て作られたものを守るための軍隊や警察が，なんらかの
かたちで必、要となるだろう．それまでのものとはまった
くもがった，新しい芸術様式も生まれてくる．文明にと
もなって，ふつう文字の使用が開始される． （アンデス
地方の民族一一インカ族一ーは，文明の構成要素をすべ
てみたしていたが，体系的な文字だけは持たなかった．
しかし，彼らが文明を達成していたと考えて差支えない
と思う．〕最後に， 故レッドフィーノレド教授が指摘した
ように，文明は，新Lい道徳秩序を生みだした．」（プレ
イドウッド 1969: 172). 
「しかし，以上述べた文明の条件のあらわれ方は，あ
らゆる文明について同ーとし、うわけにはゆかなかった．
重要な点でいくつものちがし、があらわれている．だが，
一般に文明の初期段階にあっては，宗教が政治，法，そ
の他と密接に結びついているのがふつうだし，王が高位
の神官であり，ないしは神と見なされることもめずらし
くなかった．法は，ふつう神から人民に与えられたと考
えられ，神殿は，道路や運河などと同様に，気をつけて
守られた」（向上書： 173〕．
Il 都市文明の前提条件
「文明が成立するためには，多くの人聞が必要である．
文明が成りたつためには，どうしても一定数以上の人び
とがし、なくてはならないだろう．その人びとのうちのあ
る者は閏舎に住み，ある者は大きな町つまり都市に住
む．社会階級が発生する．アダムズ教授は，含蓄に育ん
だ近著（「都市社会の進化』 1966年〕において，ひとつ
の社会の中にさまざまな集団組織が新しく形成されたと
き，ひとつの新しL、，呉質な文明が発生したと見なして
いい，と述べておられる．役人や政府官僚，神官や宗教
関係の役人，商人や貿易商，職人，金属細工師，土器製
作者，建築家などが発生する．農民もいて，あらゆる人
びとを養うための食料を生産する．文明は食料生産なし
にはありえないし，食料生産も村落農耕のかなり高い水
準に達しなければ，文明は発生しない．これは自明の理
である」．
「しかし文明の状態に達していなくても，人聞が食料
生産を行なうことは可能である．世界の多くの地方で
は，現在でもそういう状態が見られる．白人がアメリカ
大陸に最初にやってきたとき，この大陸の大部分のイン
ディアンたちは食料生産民であった．…－・しかし文明の
段階にあったのは，メキシコのアステカ，ユカタン半島
とグアテマラのマヤ，それにアγデス地方のインカだけ
であった」（向上書 ：173). 
皿 近東における都市文明の発生
「最，~－の農耕村落共同体力：成立したのは，大きな《三
日月形地帯》の丘陵側腹部と，この《三日月形地帯》の
すぐ北の河谷平野である…－－．プレステッド教授のいわ
ゆる《肥沃な三日月地帯》は，ナイノレ川や，ティグリス
＝ユーフラテスの下流の肥沃な河谷をさしていた．私た
ちの言う三日月形地帯の丘陵側腹部地域とは，エジプト
から，弧をえがいてパレスティナ，シリアを通り，南ト
ノレコを北イラクに抜けて，イランの西南端に達する地帯
である．現在知られるかぎりでもっとも古い食料生産村
落は，紀元前7000年ごろまでには，この地帯に早くも成
立していた．
さて，お気づきだろうが，この丘陵側腹部地帯には，
南メソポタミア，すなわち，ティグリスおよびユ｛フラ
テス川下流にあるイラクの沖積地と，ナイノレ河谷そのも
のははいっていない．古典期のメソポタミアとエジプト
で最古とされる村落が形成されたのは，丘陵側腹部にお
けるより2000年ないしはそれ以上あとのことだったらし
しい・・＼しかし，文明が直接にはじまったのは，これら
大河の流域地帯だったのである．」（向上書： 174).
「紀元前3000年ごろまでには，南メソポタミアで初期
王朝時代がはじまっていた．文字の発明は，それよりも
数百年も前にさかのぼる．そこで，私たちは，メソポタ
ミアでは紀元前3500年までに文明が始まっていた，と言
ってさしっかえない．エジプトで第一王朝が始まったの
は，それよりややおそく，紀元前3000年ごろであり，女字
の発明はそれにそう先立つことはなかっただろう．
大体の年数で丙って，紀元前3000年，すなわち今から5000
年ほどむかしに，メソポタミアとエジプトの両方で歴史
と文明のあゆみがすでに始まっていたと言えるだろう」
（向上書 174-5). 
「農耕村落共同体がおこった地域にまったくはいらな
いと思われる，これらふたつの河谷地帯に，ふたつの文
明が発祥したのはいったいなせeだろうか．なぜ，南トノレ
都市の概念・各論5（人類学〉 15 
コや，シリア，パレスティナ， jヒイラク，イラシなど，
長い間かかって食料生産が発達した地域に，最初の文明
がおこらなかったのだろうか．」
…・エジプトも南メソポタミアも「事実上ほとんど，
またはまったく降雨のない地域である．またどちらも肥
沃な土壌一一多分丘陵側面地帯よりもすぐれた土擦一ー
をはこんでくる川の流れている地帯である．しかしいず
れの地域でも，何か治水の手段を講じないかぎりそれら
の川はあまり役に立たない．」向上書： 175-6).
「エジプトとメソポタミアで文明が生まれた秘密は，
川を人間のために役立たせたことである…・・実際には，
ナイル和j谷で、最初につくられた堤防や！貯水池のあとと
か，メソポタミア最古の堀寄jや溝のあとを見つけること
はもうできない．それらの土地には，あまり長い間人が
住みついたので，最初のそのような試みのあとは残って
いないのである．……しかし，エジプトや南メソポタミ
アの最初の食料生産民たちが，そういう堤防，堀割，溝
などを作ったことはかなり信じていい．その理由はまず
第一に，そのような施設を作らなければ作物を成長させ
られるだけの雨量がなかったからだ．第二は，歴史時代
に入るころまでに，こうし寸土木事業の様式はかなり発
達していたらしL、からである．
さて，最初の文明がどうしてエジプトやメソポタミア
で発達し， 〔最初に食料生産革命が行なわれ，農耕村落
共同体が成立した〕パレスティナ，シリア，イランなど
で発達しなかったかという理由の一部が明らかになった
と思う．後者の諸地域では，人びとは個人の力で食料を
生産することができた．それは，そんなに大変な仕事で
はなかった．なぜかというと，降雨も川の流れも十分あ
り，たとえ，ー，二の作物の出来が悪かったとしても，
家畜を育てられるだけの良い牧草地にもめぐまれていた
からである．これに反し，エジプトやメソポタミアで
は，それよりはるかに大規模な工事を必要とし，しかも
それは個人個人の力でできるような性質のものではなか
った．堤防を築いたり掘割をつくったりするためには，
いくつもの村全体，ないしはいくつもの人間集団が総動
員されなければならなかった．毎年堤防は修理が必要だ
ったし，用水路にたまった細かい泥も除去しなければな
らなかった．…－－また厳重な規則も必要になった．用水
路や貯水池に一番近い人が，他人のめいわくをかえりみ
ずに水を全部使ってしまうようなことが許されるべきで
はなかった．したがって，治水をおぼえ，水を利用して
農業を行なうのだけが人びとの義務ではなかった．人び
とを治めることも必要になったので、ある．しかし，ひと
たび人聞がこの二つの統御をやりおおせるやいなや，す
ばらしい結果が生まれてきた．
人が共通の利益のために協力して仕事にあたることを
習いおぼえたために，エジプトとメソポタミアでは文明
の胎動が始まることとなった．」（同上書： 176ー 7〕．
「……私が，用水路建設が文明を作った，などと言っ
ているのでないことは誤解ないようにしていただきた
い．……困るのは，（チャイノレドのように〉あまりにも多
くの歴史家や先史学者が， I橿減を文明の原因としている
ことである．というのは，実は，複雑で高い技術を要す
る潜概組織は，もっとあとになるまであらわれなかった
のである．むしろこう言った方がいい．簡単な濯減がは
じまったおかげで，技術，政治，社会，道徳などの文化
の諸領域で，ひじようにたくさんのものごとが生み出さ
れ，そして，実際その発達が促進されたのだ，と．人口
が増大し，社会の要求も多様化して，分業が促進されつ
つあるときおこってくるもうひとつの重要な因子は，人
びとの関心や道徳的な結びつきが，親族とか血縁集団か
らしだし、に拡大され，じぶんの属する職業集団内にまで
持ちこまれるようになったことだろう．小さな村落の生
活では，血縁集団がもっとも大切だと考える問題に人び
との関心が集中する傾向があった．都市生活では，その
ような道徳的結びつきや関心が，純粋な血縁関係ばかり
を中心にして生まれるようなことはずっとへってくる．
私たちは，これらの諸事情が，どんな状態で，どんなふ
うに機能していたかを，まだ知りつくすにはいたってい
ない．しかし，それら濯概以外の側面なしには，都市化
や文明それ自体は生まれなかったと私は思う．」（同上書
: 180-1). 
3. チャイルド（都市革命〉
Vere Gordon Childe (1892-1957）.オー スト
ラリア生まれの先史考古学者．シドニ｛大学，オ
ックスフォード大学で考古学を修めた.1927年エ
デイバラ大学教授，さらに1945年ロンドン大学教
授（同大学考古学研究所々長）となり， 1956年に
引退するまでその任にあった．
オリエント考古学の成果を新しい視角から検討
し，新石器時代から青銅器時代に至るヨ｛ロッパ
各地域の文化発展が，エジプト，メソポタミア方
面からの文化伝播によって触発されたものである
ことを明らかにした（cf.角田文衛『石と森の文
化』 1971新潮社刊〉．チャイノレドはまた《新石器
革命》および《都市革命》としづ言葉を用いて，
食料生産経済の発明と，それを基礎とする都市の
発生が，人類史に一大転換をもたらしたことを強
調し，その学説は，人類学や歴史学にも多大の影響
を与えた．著書に
The Dawn of European Civilization, 1925 (6th 
ed. 1957) 
New Light on the Most Ancient East, 1934 ( 
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1928~年に出版された The Most Anc町1tEast 基本的な特徴は，一定の大きさの集落と人口密度である
の改訂版） が，それらは新石器革命を経てはじめて可能となったか
Man Makes Himself, 1936 （ねずまさし訳『文 らである（ibid.: 4 6). 
明の起源』上・下. 1951，岩波新書〕
What Happened in History, 1964 (rivised in I 旧世界の都市・新世界の都市
1954，今来陸郎，武藤潔訳『丹空史のあけぼの』 「約5000年前に，濯獄農耕が（家斉の飼養と漁扮と結び
1958年，岩波書店lJ) ついて）ナイノレ，ティグリス・ユーフラテス，およびイ
などがある．本秘で料介するのは， Town t》Ian ンダスの河谷において，社会的余剰を生み出しはじめ
ning Review 21号 (1950）の巻頭論文となった た その余剰は，食料生産から解放された定住の専門家
”The Urban Revolution”である． たちを扶養するに足るだけの十分なものであった．水運
I 都市革命
「《都市の概念》は，周知のように定義することがき
わめて難しい．本稿のH的は，都市を歴史的に ある
いはどちらかとし、えば先史学的に一一ひとつの《革命》
の結果として提示しようとするものである その革命
は，社会の進化において，新しい経済的段階のはじまり
となった．《革命》という言葉は，もちろん，突然の暴力
fi(Jカタストロフィーを意味するものと受けとられてはな
らない．それはここでは，社会の経済構造と社会組織の発
展的変化の頂点をなすものとして用いられている回一…」
(Childe 1950 : 3 1.
都市草命はその与えた影響の重大さにおいて，産業革
命に匹敵するものであった．都市革命は産業革命ととも
に，社会経済の発展における，ひとつの段階から他の段
階への一大転換期をなしているのである（ibid. 3). 
「－前世紀の社会学者，民族学者は，現存する前産
業型の社会を三つの進化段附に分類し，それぞれに《野
蛮》savagery，《未開》barbarismおよび《文明》civilizaion
と名づけた．もしこれらの段階が，適切に選択された規
準によって定義されるならば，それらの論理上の発展段
階の階梯は，考古学的に証明された時間的継起に位き変
えることができる….." J野蛮と未開とは，食料獲得に
用いられる方法によって適切な定義を与えることができ
る．すなわち，野蛮は食料採集経済（係集，狩猟，漁問）
の段階であり，未聞は食料生産経済（植物の栽培と家畜
の飼投）の段階であり，それらは，それぞれ，考古学者
のいう旧石器時代と新石器時代に対応する（耐d.: 3〕．
・…文明は，このように簡単に規定し得ないが，それ
は語源的には《都市》と関連しており，都市生活はこの
段階とともにはじまった．もっとも，何が都市であるか
がはっきりしていないので，考古学者は文字をもって文
明の基準とする傾向がある ともかく，文明は，いつど
こで起っても，常に未開，すなわち食料生産の段階にひ
きつづいて起った〔ibid.: 3-4〕．
…新石器革命〔食料生産革命〕のもたらした結果は，
人口の増大と余剰の増大であったが，これらは，とりも
なおさず，都市革命の第ーの前提条件であった．文明の
に加うるに，メソポタミアとインダス河谷では車輔が，
エジプトでは駄獣が，食料を少数のセンターに集めるこ
とを容易にした．同時に，穀物を纏概するための河川の
水への依存が，耕作可能な土地を制限し，一方では，水
路をつくる必要性や，毎年おこる洪水から居住地を守る
必要性が，人口の集中をうながした．かくて，最初の都
市 それまでに知られているどの新石器村落より10倍
も大きな集決単位一ーがおこった．旧世界におけるすべ
ての都市が，おそらしそれらのエジプト，メソポタミ
ア，およびインタス盆地の都市から派生したことを証明
しうるであろう~ (ibid. : 8). 
「－－－約3000年の後に中米に都市が起ったが，マヤ人
が旧世界の都市文明に，何かを直接に負うところがあっ
たかどうかを証明することは不可能である．だから，彼
らマヤ人の達成したものを，我々は比較の対象にいれな
ければならない．そして，それらを含めると，都市革命
のための基本的な前提条件を規定する仕事は，きわめて
複雑なものになる. IE！世界においては，余剰を生み出す
農村経済は，家畜飼養に結びついた穀物栽培に基礎をお
いていた．しかし，この経済は， i蓮獄の採用（地力を増
すための長期の休閑期間なしに耕作することを可能にし
た）と，重要な発明と発見 冶金術，智，帆船，およ
び車輸 の結果として，いっそう効果的なものとなっ
た．これらの工夫のいずれもが，マヤ人には知られてい
なかった．彼らは，乳と肉のためには動物を飼わなかっ
た．彼らは穀物であるトーモロコシを栽培したけれど
も，先史時代のヨーロッパ人や，今日の太平洋の島々の
新石器農民が行なっているのと同じ種類の，焼畑耕法を
用いていた．このために都市の最少限の規定，すなわち
旧世界と新世界の〔都市の〕共通の要素は，マヤをいれ
ることによって，事実上へらされ，貧しくされることに
なろう．しかし，それにもかかわらず， 10のどちらかと
いえば抽象的な規準が それらは，すべて考古学的資
料から跡づけられるのであるが，一一ー最古の都市を，過
去あるいは現在のすべての農村から区別するのに役立つ
のである」（ibid. 8 9). 
都市の概念・各論5（人類学） i1 
匝 初期の都市に共通する10の特徴
(1) 集落の規模の拡大
大きさの点に関していえば，最初の都市は，それ以前
にあったL、かなる集落よりも広く，また人口密度も高か
ったにちがいない．発掘の結果，明らかにされた市域の
広さと，建物の密度から計算すると，シュメールの都市
の人口は， 7,000人から20,000人と推定されている． イ
ンダス河谷のハラッパとモヘンジョダロは，これより高
い価を示すであろうし，またエジプトやマヤの都市も，
そこで、行なわれた公共事業〔ピラミッドや神殿などの建
設をさす〕の大きさから推定すれば，これに匹敵しうる
くらいの人口を容していたであろう（ibid.: 10-11〕．
(2) フルタイム・スペシャリストの出現
「都市の住民は，その構成と機能において，いかなる
村とも異なっていた．実際には，市民の大部分は，依然
として農民であって，都市に近接した土地や水を使っ
て，収穫を得ていたであろう．しかし，すべての都市は，
こうした人びとに加えて， 自分自身では農業， 家畜飼
養，漁務，採集によって，自分たちの食料を獲得しない
階級，つまりフノレタイム・スベシャリストである職人，
運輸労働者，商人，役人，神官を容していたはずであ
る．これらすべての人びとは，もちろん，都市やそれに
附随する村に住む農民によって生み出される余剰によっ
て扶養されていた」（ibid.: 1〕．
(3) 余剰の集積theconcentration of the 
surplus 
個々の第一次生産者は，依然として，きわめて限られ
た技術的な装備によって土地から引きだすことのできた
わずかの余剰を，租税として，非実在の神，あるいは神
なる王に納めた．かくて，神や神なる王は余剰lを集積し
た (ibid.: 11). 
(4）記念物的公共建築 monumentalpublic 
buildings 
記念物的公共建築は，都市を村から区別するだけでな
く，社会的余剰の集積をも象徴している．シュメールの
都市には，いずれも，当初からひとつないしはそれ以上
の壮麗な神殿がそびえていた．それは周囲の住居よりも
一段と高い煉瓦積みの基壇の上に立ち，通常，階段状の
塔ないしジグラットと結びついていた．神般に付属し
て，作業場や倉庫があったが，個4の主要な神殿の，重
要な付属物は，大きな穀倉であった．インダス盆地のハ
ラッパには，人工の城塞がそびえたち，窯焼煉瓦ででき
た分厚い塁壁に守られていて，多分宮殿と，一見したと
ころでは見すごしてしまうような巨大な穀倉と，職人の
掘立小屋とを容していた．エジプトには，初期の神殿や
宮殿はないけれども，ナイルの全流域には，神なるファ
ラオの巨大な墓がそびえている．また文献記録から，王
室の穀倉があったことが証明されている．最後にマヤの
諸都市には，ほとんど例外なく，独特の彫刻をほどこし
た石の神殿やピラミッドのあることが知られている．
かくて，シュメーノレにおいて，社会的余剰はまず効果
的に神の手に集積され，彼の穀倉に貯蔵されたのであっ
た．このようなことは，たぶん中米においても真実であ
ったであろう． 一方， エジプトにおいては， ファラオ
（王）自身が神であった．しかし，もちろん想像上の神
々は，現身の神官たちの奉仕をうけたのであり，神官た
ちは，神々のためにこみいった，しばしば流血をともな
う儀礼を行ない，神なる主人の地上の財産を管理した（
ibid. : 12). 
(5) 階級分化（支配階級と被支配階級）
「食料生産に従事しない人びとはすべて，まず第一に
神殿や王室の穀倉に蓄積された余剰によって養われ，か
くて神殿や宮廷に依存していた．しかし，当然のことと
して，神官たち，文武の指導者たち，および役人たちは，
集積された余剰の主要な部分を吸いあげて，《支配階級》
を形づくった．彼らは，旧石器時代の呪術師や新石器時
代の首長とはちがって，エジプト人の書記が実際に表現
したように，《すべての手仕事を免除されていた》．一
方，下層階級は，平和と安全を保障されたばかりでなく，
知的な仕事からも解放されていた．多くの人々は，それ
らの知的な仕事をいかなる肉体労働よりも面倒なものと
思ったであろう．その上に，太陽が翌日に再び昇り，河
川が翌年に再び氾濫するであろうということを民衆に保
障することによって……，支配階級は，計画と組織とい
う方式において，被支配者たちに実質的な利益を授けた
のであった」（ibid.: 12-13). 
(6) 文字の発明
支配階級は，そのような仕事を遂行するために，記録
のシステムと精密で実際に役立つ科学を発明することを
よぎなくされた．神官や役人の永続的な団体によって神
殿や王の歳入を管理するためには，神官たちゃ役人たち
は，自分たちの同僚と後継者たちのすべてに理解しうる
ような，文字と記数法のシステムを発明する必要があっ
た．かくて，文字は，便利なだけでなく重要な，文明の
指標なのである (ibid.: 14). 
（の暦法と数学の発達
文字は余暇のある書記たちに，精密で予測可能な科学
一一算術，幾何学，天文学ーーを発達させることを可能
にした．エジプトやマヤの記録によって，太陽年が正確
に決定され暦法が創造されていたことが証明されてい
る．もっとも，エジプト，マヤ，バピロニアの暦法は，
相異なっていたけれども．暦法と数学に関する科学は，
最古の文明に共通する特徴であり，それらは，考古学者
が文明の規準とする文字の系なのである（ibid.: 14). 
(8) 自然主義的な描写芸術
集積された社会的余剰によって養われる他の専門家た
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ちは，芸術的表現に新しい方向を与えた．旧石器時代の野
蛮人たちは動物や人聞を，彼らが見たように，具体的か
っ自然主義的に描写しようとし，ときとして驚くべき成
功をおさめた．新石器時代の農民たちは，そういうこと
を決してしなかった．彼らはめったに自然物を描写しよ
うとせず，抽象的な幾何学模様によって，それらを象徴
化することを好んだ．
しかし，エジプト，シュメーノレ，インダスおよびマヤ
の芸術家兼職人たちーーすなわちフノレタイムの彫刻家，
画家，あるいは築刻家ーーは，再び人物や物を描写的に
彫刻し，塑型し，描きはじめた．しかし，それは，もは
や旧石器時代の狩猟民のナイーヴな自然主義によってで
はなく，上記の四つの都市センターにおいてそれぞれ異
なる．概念化され洗練された様式によってなされたので
あった（ibid.: 15). 
(9）遠隔地貿易
集積された社会的余剰のほかの部分は，工業や祭犯の
ために必要とされ，またその地方では手に入れることの
できない原材料の輸入のための支払いに使われた．きわ
めて遠隔の地を結ぶ《外国貿易》は，すべての古代文明
のひとつの特徴であり，旧世界においては紀元前3000年
よりまえには，新世界ではマヤ帝国以前には，確証され
ていない．その後，定期的な貿易がエジプトからシリア
治岸のピプロスまで拡大され，一方では，メソポタミア
は通商によって，インダス河谷と関係していた．国際貿
易の対象は，最初は主として《著｛多品》であったが，つ
とに工業原料を含んでおり，旧世界においては金属が有
名であり，新世界ではたぶん黒曜石がこれに代ってい
た．この限りにおいて，最初の都市は，きわめて重要な
原料を，遠隔地貿易に依存していたのであった (ibid. 
: 15 6). 
帥有機的連帯にもとづく地域社会の出現
かくて，都市において，専門家としての職人は，その
うでをふるうのに必要な原料を提供されるとともに，親
族関係というよりは居住に基礎をおく国家組織のなか
で，安全を保障されるようになった．彼らにとって，巡
回遍歴は，もはや義務ではなくなった．都市は，職人た
ちが経済的に所属しうると同時に，政治的にも所属しう
る共同体であった．しかし，保障の見返りとして，職人
たちは神殿や官廷に依存するようになり，下層階級にく
みいれられた．農民大衆は，物質的には，職人よりいっ
そう劣った立場におかれた．
しかし，いかに不完全とはいえ，最古の都市社会です
ら，し、かなる新石器村落にも欠如しているような，ある
種の連帯によって結び合わされていたはずである．すな
わち，農民，職人，神官，統治者が，言語と信仰の同一
性という理由からだけではなく，各々が，全体の福祉の
ために必要とされる，相補的な機能をはたすが故に，一
つの社会を形づくったのであった．実際，最古の都市
は，機能的な相補性と，全成員のあいだの相互依存に基
づく有機的連帯に，はじめて近づいたことを示している
のである．もちろんこの有機的連帯は完全というにはほ
ど遠いものであった・・＼実際，当時の生産力からみ
て，いかに余剰の集中が必要であったとはし、え，社会的
余剰の宅部分を自分たちのものにするひと握りの支配階
級と，生存ぎりぎりの状態におかれていて，都市文明の
精神的な利益から排除されてしまった大多数の人身との
聞には，経済的利害をめぐって，深刻な葛藤があったは
ずである（ibid.: 16). 
4. エブステイン（都市の社会システム都市研究
の方法）
Arnold Leonard Epstein (1924一 〕．英国
生れの社会人類学者．ベノレファストのクイーンズ
大学を卒業し，マンチ zスター大学で学位を得
る．ローズ・リヴィングストン研究所調査官，マ
ンチェスター大学研究員を経て，オーストラリア
国立大学（キャンベラ〕の特別研究員．北ローデ
シア（現在のザンピア）のベンパ族の間で，また
銅山地帯の諸都市においてフィーノレドワークを行
なう．著書に
The Administration of Justice and Urban 
African, 1953 
Politics in an Urban African Community, 1968 
（本稿使用） (1st ed, 1958），論文に
”The Network and Urban Social Organiza(!onヘ
1962 (Rodes-Livingstone Journal 29 : 29ー
62, reprinted in Social Networks in Urban 
Situations, ]. C. Mitchell, ed., 1969 a，本稿
使用）
Urban Communities in Africa, 1964 (in Closed 
Systems and Open Minds, M. Gluckman, 
ed.本稿使用〉
Gossip, Norms and Social Network, 1969 b 
(in Social Networks in Urban Situations, 
]. C. Mitchell, ed，本稿使用〕
などがある．
I 都市研究の方法
(1) ダイアクロニ ・1クな方法
従来，社会人類学者は，部族社会のシステムを分析す
るにあたって．しばしばシンクロニックな方法を用いて
きた．つまり，ある一時点において，その社会システム
の諸要素聞の機能的連関を分析したのである．比較的孤
立し，安定した同質的な社会においては，時間はそれ自
都市の概念・各論5（人類学〉 19 
体， 《永遠に反復する周期的リズム》とみえたから，こ
のような方法も可能であったわけで、ある．しかし，現に
発展し変動しつつある都市社会の分析には，この方法は
不適当である……（Epstein1968 : xi). 
〔これに対して，エプステインが北ローデシアの銅山
地帯に生れた都市の政治体系の分析に用いた方法は，夕、
イアアクロニックな方法であった．すなわち，銅山地帯
にアフリカ人の都市社会が出現してから，調査の時点ま
での数十年の激動の期聞を視野にし、れながら，都市の社
会システムーーこの場合はとくに行政および政治のシス
テムー一ーを，その変化していくプロセスにおいて捉え，
そこにある規則性と発展の方向を見定めようとしたので
ある〕（cf. ibid ・ xv). 
都市社会，とくに新興の発展しつつある都市の分析に，
ダイアタロニックな方法が必要であるのは，それが《ク
ローズド・システム》closedsystemではなく，《オー プン
・システム》 opensystemだからである．クローズド・
システムとは，ちょうど，エヴァンス・プリチヤードの報
告した，アザンデ族における妖術と呪術の信仰体系（E.
E. Evans-Pritchard : 1937) IJのようなもので，自己充
足的selfcontainedで、あり，自己持続的self-perpetuating
であって，システムそれ自体のうちに，内部的な発展や
変化の道がそなわっていないようなシステムである．こ
れに対して，「《オープン・システム〉は，それ自体の発展
の過程において，新しい葛藤の種がたえず生れてくるよ
うなシステムであり，ここでは，葛藤とその解決とが，
その次の社会的調整と変化の契機の一部をなすようなシ
ステムである」（ibid.: 227-8〕．〔要するに，オープン
システムとは，それ自体のなかに，内部的な発展や変化
の可能性をそなれたγステムなのである〕．
(2) ソーシャJI,.・ネ ＇1トワーク分析
「……社会人類学者は，前工業社会においては，社会
の規則性をとりだして検討するために，さまざまの研究
上の概念や用具を，発達させてくることができた．この
分野においては，実際，彼らはかなりの進歩をとげるこ
とができた...・・・.しかし，我々 が現代の都市社会の人類
学的研究に目を転ずるならば，その様子はかなりちがっ
たものになる」....…今やアフリカ全土に急激に出現して
いる都市社会において， 「支配的な特徴は，高い人口密
度，民族的異質性，ますます増大する社会的経済的分化，
および高度の職業的，居住的な移動性」であり，そこで
は「規則的であるよりは偶然的であることの方が目立つ
ており，すべてが流動の状態にあるJ(Epstein 1969 a 
: 77) 
〔そして，このように民族的にも文化的にも多種多様
で，流動性のきわめて高い，一見すると無秩序にみえる
都市社会を分析するひとつの方法として，採用したの
が，ソーシャル・ネットワークの手法なのである．］
〔エプステインは，都市の社会構造を「二つの個体聞の
社会的やりとりが，無数につながってできる複雑な連鎖
からなりたつ」（Epstein1969 b : 117）ものと仮定し，
任意の個人が，一定期間の聞に行なった社会的やりとり
の連鎖を，細大もらさず記録し，その分析を通じて，当
該の都市における，生活のパターンとそこにあらわれる
支配的特徴，そこで繰り返えされる主題をみいだそうと
した〕（cf.Epstein 1969 a). 
〔社会的なやりとりの内容からみれば，ネットワーク
はまた，一連のゴシップの連鎖としてとらえることもで
きる．エプステインは，北ローデシアの一都市におい
て，ある姦通事件をめぐるゴシップのネットワークを分
析し，その都市のアフリカ人の聞に，新しい社会階層が
形成されつつあること，しかも，それは独自の価値や規
範をもち，ゴシップはそうした価値や規範を再確認する
機能をはたしていることを明らかにした〕（cf. Epstein 
1969 b〕．
〔ここで注意すべきことは，あるネットワークに組み
こまれた人々は，いかなる意味においても集団を構成せ
ず，ただそのネットワークの基点となった特定の個人に
つながりをもつだけだ，という点である（cf.Epstein 
1969 a : 109）.つまり，そこで分析されるのは，特定の
集団の構造ではなく，社会関係のパターンなのである〕．
Il 都市の社会システムとトライパリズム
(1）社会関係の場としての都市
…・・都市は社会的諸関係のひとつの場asingle field 
of social relationsであり，しかも，その場は，相こと
なる種類の社会的諸関係の複数の集合からなりたってい
て，それらの集合は，それぞれ別個のサブシステムを形
成していると考えることができる．アフリカの都市の社
会γステムにおいて，基本的なことは，ヨーロッパ人と
アフリカ人との問の主要な分裂であり，この分裂が，社
会的な場の各分野において，行動と制度の発達に影響を
及ぼしていることである．しかし，同時に，各々のサブ
システムは，一定の範囲のなかで，自律性を享受してい
る．すなわち，社会変化をうながすような外部からの刺
戟にたいして，これらのサブシステムは，同じやり方
で，かつ同時はは反応しない．種々のサブシステムは相
互に依存しあっているが，同調 syncronizeはしないので
ある．そのために，発展しつつある都市の社会システム
は，内部的な首尾一貫性を欠いているように見えるので
ある（Epstein1968 : xvii, 232, 234, 237). 
(2）都市におけるトライパリズム
都市におけるトライパリズムは，これらのサブシステ
ムごとに，そのあり方と強弱が異なる．アフリカ人の都
市住民は，ある状況においては，部族的基盤の上に立つ
指導者に忠誠をささげるが，他の状況においては，部族
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に基礎をおく代表者から完全に離反するという，矛盾し
た行動をとる．しかし，その矛盾は，それら状況が，そ
れぞれ相異なる社会関係の集合に，つまり別々のサブシ
ステムに属するという事実によって説明がつくのであ
る（Epstein1968 : 234). 
銅山地帯の都市において， トライパリズムは，家族的
ないしは親族的諸関係の集合においては現に作用してい
るが，しかし，政治的あるいは経済的なサブシステムに
おいては，力をもたなくなってきている．さらにまた，
黒人対白人の問題を含むような社会状況においては，部
族的な因子は圧倒されてしまうが，黒人同志の問題を含
むような状況においては， トライパリズムが重要な因子
となる（ibid: 235, 240〕．
(3）都市における階属と部族的区分
・・トライパリズムは，都市のアフリカ人の社会的や
りとりの唯一のカテゴリーではない．アフリカの都市生
活において，社会的やりとりのもうひとつのカテゴリー
として，威信 prestigeないし社会階層 socialclassがま
すます重要性をましてきている．そこでは《文明開化し
た生活様式》が人々の威信をはかる物指しとなっている
のである．言し、かえれば，ホワイトカラーの職業，中等
教育，ヨーロッパ風の衣服とスマ｛トな着こなし，設備
のよい住居などが威信をきめる規準となり，それらの規
準が，社会階層を生みだす基礎となっている（Epstein
1968 : 240, 1969 a : 105). 
…・注意しなければいけないのは，アフリカの都市社
会に新たに出現しつつある階層構造が歴史的偶然の結果
として，部族の区分と重なりあう傾向があり，そのため
に， トライパリズムと混同されることがあることなので
ある．たとえば，ニヤサランドには．キリスト教の伝導
所が比較的早くから設立されたために，ニヤサランドの
アフリカ人は，北ローデシアの他のアフリカ人さきがけ
て，ヨ｛ロッパ風の教育をうけ，その結果として，ニヤ
サランド人は，銅山開発の当初から，相対的に高い給料
の職務につき，銅山地帯における一種のエリートを形づ
くった．しかし，これが都市におけるトライパリズムの
復活を意味するものでないことは，彼らが他のアフリカ
人からニヤサと呼ばれ，へンガ， トンガ， トウムブカな
ど，彼らがもともともっていた部族名では呼ばれないこ
とによっても， 証明されるであろう (Epstein 1968 
236). 
ともあれ， トライパリズムと社会階層の，種4の状況
における複雑なからみあいが，アフリカのアーパニズム
を研究する際の，主要な課題をなすであろう（ibid.
240). 
口 EvansPritchard, E. E. Witchcraft, Oracles, 
and Magic among the Azande, 1937. 
5. ゲラ γクマン（アフリ力都市におけるトラ
イパリズム〉
Max Gluckman (1911- ). 南アフリカ共
和国ヨハネスパーグ生れの社会人類学者．ウィト
ワーテノレスラント大学で，社会人類学と法学を
学び，オックスフォード大学で学位を得る．南ア
フリカ，および旧北ローデシ（現在のザンピア〉
でフィーノレドワークに従事． ローズ・リヴィ γグ
ストン研究所々員，同研究所々長，オックスフォ
ード大学社会人類学講師を経て， 1949年以来，マ
ンチェスター大学教授．マンチェスター学派の指
導的地位にあり，法人類学や都市人類学の研究の
組織者として活躍している．著書としては，法人
類学関係のものが多数あるが，ここでは，
A. Southallの編著 SocialChange in Modern 
Africa (1961)に収録された論文.Anthropological 
Problems arising from the African Industrial 
Revolutionsをとりあげることにした．
・…人類学者は，アフリカにおいて，大きな社会変動
をもたらした産業革命にもかかわらず，なぜトライパリ
ズムが部族地域のみならず，都市においても存続してい
るのかという問題に，多大の関心をいだいてきた．しか
し，部族に対する忠誠心が存在するということは， 1人
のアフリカ人にとって，都市と農村とでは，まったく異
なる状況において作用しているのである．
だから，都市におけるトライパリズムを分析しようと
するならば，その出発点は，部族民によって表現される
トライパリズムではなく，都会人によって表現されるト
ライパリズムでなければならない．鉱山で働くために故
郷を出て，都市にやってきたアフリカ人は，なによりも
まず鉱夫なのであって，第二次的に部族民であるにすぎ
ない．彼がもしトライパリズム一一部族への帰属意識，
忠誠心などを含むーーに執着するとすれば，そのこと
は，都市の環境のなかで説明されなければならない．
ところが，人類学者は，その学問的伝統から，依然と
して《部族主義的》であって，都市のアフリカ人の問題
をあっかう場合にも，部族ないし部族民を分析の出発点
としがちである（Gluckman1961 : 67）.そして，人類
学者は《脱部族化》 detribalizationという言葉を， あた
かも，それが緩慢な長期にわたるプロセスを意味するか
のように考えがちである． 「しかし，ある 1人のアフリ
カ人が部族の境界を越えて，都市にくるならば，彼はそ
の瞬間に《脱部族化》しているのであり，部族の政治的
統制からぬけだしているのであるJ(ibid. : 69〕．
都市に出てきたアフリカ人は，都市的かつ工業的な背
景によって決定される場のなかで活動している．もちろ
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ん，彼自身，都市生活に不慣れであり，また通常，都市
生活が生活の保障を欠いているために，たえず都市と故
郷の農村との聞を移動し，したがって，部族の影響を不
断にうけている． 「しかし，これらの部族の影響でさえ
も，いまや都市的環境におい作用しているのである．都
市化したアフリカ人は，部族の外側にいるが，部族の影
響のおよばないところにいるわけではない．同様に，あ
る人が都市から出身部族の政治的領域に戻るならば，彼
は，都市の影響の外に出るわけではないけれども，再び
部族化，すなわち脱都市化 deurbanizedするのである」
(ibid, : 69-70). 
…・・農村地域におけるトライパりズムと，都市におけ
るトライパリズムとは，基本的に異なる現象である．農
村地域におけるトライパリズムは，高度に組織化された
社会関係のシステム一一ことに政治システムーーへの参
加によって成りたっている．つまり， 「農村地域におい
ては，ある部族の成員であることは，現に作用している
政治システムへの参加」を意味する．しかも，そのシス
テムは，部族民の被信託者たる首長の，部族の土地に対
する権利の上に成りたっている．部族民は，部族の土地
に対する権利を確保しておく一一これは，都市に出てき
た部族民にとっても，生活保障のために，往々にして必
要な条件であるーーためには，部族の成員権とともに，
それから生ずる義務（親族にたいする義務を含む〉を受
けいれなければならない（ibid.・76ー 79).
いっぽう，都市におけるトライパリズムは，そのよう
な政治的，社会的関係の組織化されたシステムではな
い．そこでは， トライパリズムは，都市に居住する相互
に出身地を異にする多様なアフリカ人たちを，種々のカ
テゴリーに類別するための基礎になっているのである．
そして，しばしば，そのようなカテゴリーに基づいて，
都市生活におけるさまざまのニーズをみたすための，任
意団体 voluntaryassociationが形成されている．
しかし， EpsteinやMitchellの研究によって明らかに
されているように，そうした都市における部族的任意団
体 tribalassociationsは，それ自体，都市における政治
生活を支配するものではない．ヨーロッパ人は，北ロー
デシアの鉱山都市において，アフリカ人労働者の管理の
ために，部族の権威体系を移植しようとしたが結局は失
敗している（cf.Epstein : 1958, 1968）.都市の産業社
会のなかで，部族の境界を越えて，共通の利害関係によ
って結ぼれた新しい集団一ーたとえば労働組合一ーが形
成され，危機的な状況においては，こうした集団の連帯
が，部族的連帯を越える傾向があることを，注意すべき
であろう（Gluckman1961 : 79）.都市のように発展しつ
つある社会においては，一定の決定的な局面において，
そのシステムを分析することがきわめて有効である．そ
のような局面においては，さまざまの障害や紛争のため
に，その社会の発展の方向を示すような社会状況が生み
だされるからである（ibid.: 80-81〕．
6. ルイス（〈貧しさの文化〉と都市化）
Oscar Lewis (1914 1970）.ニューヨークに生
れ，コロンピア大学で人類学を専攻， 1940年，同
大学で博士号を得る.1948年以降，イリノイ大学
教授であったが， 1970年12月，心臓発作のためニ
ューヨークで急逝．
インド，メキシコ，プエノレト・リコ，キューパ
など発展途上国の農村や都市で，フィールドワー
クに従事し，主として下層民の家族の調査研究を
行なった.Lewisがそれらの調査研究を通じて，
一貫して追求したのは，ひとつの普遍的な部分文
化としての《貧しさの文化》口 the culture of 
povertyであり，彼の都市論は，いわば，《貧し
さの文化》論の一部，あるいは，そのひとつの系
をなすものである．我国にも帯構訳されている主要
な著作として．
Five Families : Mexican Case Studies in the 
Culture of Poverty, 1959 （高山智博訳『貧困
の文化一一五つの家族』 1970年新潮社刊〉
The Children of Sanchez : Autobiography of a 
Mexican Family, 1961 （柴田稔彦・行方昭夫
共訳『サンチェスの子供たち』 I, I, 1969年，
みすず書房刊〉．
La Vida : A Puerto Rican Family in the Cul-
ture of Poverty, 1965 (1966年ピューリッツ
ア賞を受賞，行方昭夫・上島建吉共訳『ラ・ピ
ダー』 I.I, I, 1971年みすず書房刊）など
があり，論文として
Urbanization Withont Breakdown : A Case 
Study (Scientific Monthry, 75-1, July 1952) 
Some Perspective on Urbanization with Special 
Reference to Mexico City (Urban Anthropo-
logy: Cross-Cultural Studies of Urbanization, 
A. Southall, ed., 1973，本稿使用論文〉など
がある．
(1) Redfield Wirth批判
－…・都都連続変移説 thefolk urban continuumは，
文化変化を研究するための理論的モデルとしては不適当
であり，思いきった修正が必要で、ある...・＂，都市化は，
必ずしも， Redfieldが考えたように，親族的紐帯の弱体
化や，世俗化をともなうものではない．たとえば，メキ
シコ・シティに移住したテポストラン〔Lewisの調査し
たメキシコの一山村〕の人びとの聞では，都市に住むよ
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うになって，かえって，拡大家族の結びつきが強化さ
れ，宗教生活はいっそうカトリック的となって，世俗化
とは逆のみちをたどり，さらにまた，コンパドラスゴ・
システム〔子どもの受洗のときに立てられる名付親と子
どもおよび子どもの実の親の間に成立する特殊な保護・
依存関係〕は，ある種の変形をともなうとはいえ，強固
に持続し，村における治療法や信仰は存続している．・ーー・
都市化は普遍的に類似したプロセスではなく，それをと
りまく歴史的，経済的，社会・文化的な諸条件に応じ
て，相異なる形態と意味をもつものなのである（Lewis
1973: 129〕．
「……ワースは，都市を『社会的に異質な人びとの，
相対的に大きな，密度の高い，永続的な集落』，〔Wirth
1938〕と規定した． 《社会的に異質な》ということによ
って，彼は階級の差異よりも，むしろ民族集団の差異
を，主として念頭においていた．ワースはアーパニズム
を，都市に居住する，あるいは都市の影響下にある人び
との生活様式，と規定している ワースは都市をひとつ
の全体，ひとつのコミュニティーと考えていた．彼は都
市に住む人びとは，すべて，都市的生活様式を経験する
ことによって，深く，同じようなやり方で，影響をうけ
ていると仮定している．つまり，親族的紐帯，家族生活，
隣人らしさの弱体化であり，対人関係における非人格
性，皮相性，匿名性，暫時性の進展である．ワースにと
っては，都市化のプロセスは，基本的には，解体のプロ
セスなのである」（ibid: 131). 
・・ところが，実際には，都市は決してひとつの全体
でもなければ，ひとつのコミュニティーでもなく，そこ
に住む人びとの生活様式は，彼らが社会のどの階層に属
するかによって，大幅に異なっている．たとえば，メキ
ペシ ν〆ー
シコ・シティ｛の共同住宅に住む下層の人びとは，ワー
スがアーパュズムの特徴としてあげた，匿名性とか個人
の孤立化などの特徴をほとんどそなえていない．彼ら下
層の人びとは，その生活の大部分を，ひとつの地区のな
かで営み，生涯にわたる友人関係や，日常の顔をつき合
せた関係は，この地区のなかで生ずることが多く，その生
活状況は，まさに村落の生活状況に類似している（ibid.
: 130). 
つまり，少くともメキシコに関しては，貧困者の生活
様式は，彼が都市の住人であるか，農村の住人であるか
によって，ほとんど変らないのであり，しかも，このよ
うな事情は，メキジコに限らず，たいていの低開発国に
共通するものであり，この点からも，従来の都市論は再
検討する必要がある（ibid.: 130-1). 
(2）都市の特性と都市化の尺度
「工業時代であれ，前工業時代であれ，都市を都市た
らしめている特性のひとつは，都市が，少くとも潜在的
には，生活の大部分の局面において，所与の時代の国家
ないしは全体社会のなかで，都市でない地域が提供する
よりも，相対的に幅の広い選択肢を提供することであ
る．アーパニズム，およ都市化とは，職業，住居，食物，
衣服，教育施設，医療施設，旅行のかたち，任意団体，
人間類型などの種類について，幅の広いサービスと選択
肢を，手にいれ得ることである，と規定することができ
る」（ibid. 134). 
「…・都市化には，ふたつの側面がある．ひとつは，
任意の都市にみいだされるサ｛ピス等の量とパラエティ
ーであり，もうひとつは，都市住民の相異なるもろもろ
の部穿が，これらのサービスにどれほどあづかることが
できるか，その程度である．この二側面を区別するなら
ば，あるふたつの都市は，住民1人当りのサーピスの数と
パラエティーに関しては，同じ都市化指標 urbanization
indexを示すかも知れないが，しかし，その住民のさま
さ．まの部分が，それぞれどの程度都市化しているかにつ
いては，きわめて相違しているかも知れないのである
(ibid. 135). 
「…・・したがってまた，種々の生活様式が，ひとつの
都市内において，共存していることもある．このような
事態は，低開発固において，とくに目立っており，そこ
では，階層ないしカースト問の格差は顕著である．メキ
シコ・シティにおいては，たとえば〔市の人口の約3分.ν，ー
の1に当る〕ほぼ150万の人びとは， 1部屋の共同住宅目
，、禽ル
ないし原始的な丸太小屋に住んでいて，旅行者や，現地
のブルジョアジーが利用しうる，さまざまの居住施設に
あづかる機会は，ほとんどないのである．これらの大衆
の大部分は，いまだに，教育や読み書きの能力のレベル
は低〈，労働組合には属さず，《社会保障》の恩恵にはあ
っeからず，市の博物館，画廊，銀行，病院，デパート，
音楽会，空港などをほとんど利用しない．これらの人び
とは，都市に住んではいるが一一ー実際，彼らのかなりの
部分は都市に生れているが一一ーあまり都市化されていな
いのである．この視点に立てば，貧困者は，世界のすべ
ての都市において，富裕な人びとにくらべて，相対的に
都市化されていないのである（ibid.: 135). 
「私は，人口の量と密度，集落の永続性，人口の異質
性が，都市の実際に役に立つ規定であることには同意す
るけれども，それらに加えて，もっと基本的なもっと焦
点をしぼった，都市で何が行なわれているかを説明しう
る，一連の変数を必要とするように忠弘生活の純粋に
物理的な諸条件は，社会生活にかなりの影響力をもつも
のであり，私は都市を規定するさまざまの変数のなか
に，居住の安定性，集落のパターン，住居の類型，一家
族あたりの部屋数，財産観念などの因子を，あえて含め
TこL、J(ibid. : 136). 
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。ルイスによれば《貧しきの文化》とは，社会経済
的な格差の底辺にあたる人々のになう文化であり，
それ自身，貧民が生きていくための防衛機制をも
ち，安定して根強く，世代から世代へ受けつがれて
いく，ひとつの生活様式である．それはまた，地域
的，農村一都市的，あるいは国民的差異を越えた，
普遍的な諸特徴をもっているという（ルイス 1969,
: xix-xx，および，同書に附された吉田禎吾氏の
《解説》参照〉．
2》 ベジγダーというのは，「一部屋または二部屋の平
屋の住居が，共通の中庭に面して，一列またはそれ
以上並んでいるもののことである．住居はセメ γ ト
か煉瓦でできており，小さな共同体の特色のいくつ
かを備えた，まとまりのある単位をなしているそれ
は，また基本的な衛生設備を欠いており，一種のス
ラムのような集落を形成している（ノレイス 1969: 
xxiv). 
7. リトル（都市のパラドックス：エス＝シティ
）ー
Kenneth Little ( ー 〕． エディンパラ
大学人類学教授．西アフリカにおける都市化の問
題，とくに，部族民の都市化において，任意団体
voluntary associationsあるいは民族的結社のは
たす役割について研究している．著書として，
West African Urbanization: A Study of Volun-
tary Associations in Social Change, 1965 
Some Aspects of African Urbanization South 
of the Sahara, 1971 (An Addison-Wesley 
Module) （本稿使用）などがあり，論文として
The African Elite in British West Africa, 1951 
(in Race Relations in World Perspective, 
Lind A., ed.) 
The Role of Voluntary Associations in West 
African Urbanization, 1957 ( American 
Anthropologist, 59-4) 
Urbanization and Regional Associations : 
Their Paradoxical Function 1973 (in Uraban 
Anthropology : Cross-Cultural Studies of 
Urbanization, A. Southall, ed. ）など．
(1）都市化の意味 meaning
「……私は，都市化を，文化的，社会心理学的プロセ
スとみなしたい．このプロセスによって，人びとは，都
市で発生した，あるいは都市に特徴的な，物質的ないし
は非物質的な文化の諸要素一一一行動のパターγや組織の
形態，考え方を含むーーを獲得する．このことの系は次
のようである．すなわち，都市に移住する，あるいは都
市を訪れる農村の人々は，都市に特徴的な行動や考え
方，あるいは財貨ーーその財貨はそれを所持することあ
るいは使用することによって，行動や考え方，社会関係
に影響を及ぼすーーを獲得する程度において，都市化し
たことになる．同様に，農場あるいは村に住む人は，都
市の文化が農村に伝えられ，しかも，それが住民の思考
や行動のパターンにくみこまれれば，都市化したことに
なる．
言い換えれば，都市化の基本的プロセスは，農村と都
市の双方の人びとにあてはまる．実際，後に見るよう
に，社会的，文化的な諸関係については，往々にして，
《都市的》であるよりも《農村的》であるとみなしうる
ような都市の住民がいるのである．また，十分に《農村
的》地域であると考えられる所で，《都市的》というレッ
テルをはられるような問題の，おこる場合がある」（Little
1971 : 1). 
(2) エス＝シティーと民族的結社の役割
「さきに，社会経済的格差の結果として，都市住民が
階層化されていることを指摘しておいた．と同時に〔サ
ハラ以南のアフリカ都市において〕都市住民の大部分
は，社会階層によってではなく，同じ出生地，同じ氏族，
同じ民族集団への所属を通じて，相互に結びあわされて
いる，と感じているのである．言い換えれば，都市の構造
は分節化されている．すなわち，図式的にいえば，それは
ヨコの線〔社会階層〕と，タテの線〔民族的所属〕によ
って区分されているのである．それだから，都市化はあ
きらかに，二つの相矛盾するプロセスを含んでいる．す
なわち，ひとつは民族的要因 ethnicfactorsを再確認す
るプロセスであり，他方は社会階層の分化へと進むプロ
セスである」（ibid.: 25). 
「それ故に，〔都市化の問題を考える場合に〕都市化が
行なわれる制度的な枠組を想い起こす必要がある・ H ・・.
－〔サハラ以南のアフリカにおいて〕都市生活がいと
なまれる環境は，近代国家に特有の装置の多くを含んで
はいるが，しかし，西欧の国においては，あたりまえの
ことと考えられている社会的サーピスの多くが，全く欠
如している．すなわち，病人や身体障害者に対する社会
保障の機構はなく，また寡婦や孤児や老人にたいする年
金の制度もなく，さらにまた，困窮者や失業者に対する
国家的な援助もない」（ibid.: 25-6). 
「このような環境においては，エスニシティー ethni-
city－一部族社会への忠誠一ーは， 逆説的に〔都市社会
の〕統合を助けるのに役立つであろう．こうしたこと
は，とくに民族的結社 ethnicassociationが，その成員
の私的，公的な行為を規制することによって，社会統制
の機関としてはたしている役割のなかに，みいだすこと
24 都市研究報告第46～49号
ができる．このような役割をうけもつことによって，民
族的結社は，部族相互間のあつれきを減少させる立場に
たつ．また失業者に食料と住居を提供し，婚綱と葬式の
費用を用意し，職さがしを手伝うことに加えて，これら
の民族的結社は，故銀問、ら引離された農村出身の移住者
たちが，都市で孤独感におちいることを防いでもいるの
である．移住者たちを都市の生活様式に慣れさせること
によって，民族的結社は，再社会化 resocializationの機
関としても役立つているのである」（ibid.: 26). 
8. メヤー（都市的生活様式の特質：選択性の拡
大〉
Philip Mayer (1910- Lドイツ生れの社会
人類学者．ハイデノレベルグ大学に学び，法学博士
の学位を取得し，のちにオックスフォード大学で
Ph.D.の学位を受ける．ロンドン大学講師，南ア
フリカのロース大学社会人類学教授，ヨハネスパ
ーグのウィトワーテノレスラント大学人類学教授を
経て， 1968年以来，デュラム大学教授．著書に
Townsmen or Tribesmen, 1971 (1st ed. 1961〕，
（本稿使用〕，編著に
Socialization : the Approach from Social Anth-
ropology〔A. S. A. Monographs 8) 1970な
どがあるほか，都市人類学関係の多数の論文が
ある．
ここでとりあげる Townsmenor Tribesmen 
は，南ア共和国のイーストロンドンにおける，ホ
ーサ族移民の都市化の問題を分析したもので，都
市人類学のモノグラフとして，すでに高い評価を
うけている. (cf. Lucy Mair 1962; Adam 
Kuper 1972). 都市的生活様式の特質を選択性の
拡大に求め，都市化における道徳的誘因 moral
drive. あるいは，価値 valuesの問題を重視した
ところに Mayerの学説の特色がある．
都市イヒの意味 meaning
…・・都市化とは人びとが農村から都市へ移動するとい
う，単なる居住地の物理的変化L、じようの，もっと深い
意味での移動ないしは変化である．したがってすでに言
われていることではあるが，都市化は人びとの都市への
定着化stabilizationとはちがう何かである．定着化とは，
都市における人びとの滞在の長さについての概念であ
り，量的な概念であるが， 「我々が，ここで問題にして
いることは，質的な概念なのであるJ.都市化の条件は，
都市において過す生活の長さにかかわるのみならず，質
にかかわっている．「都市に長く住んでいる人が，必ずし
も，真に都市化された特質を示すとはかぎらない．彼は，
実際には，農村に帰ることを計画しているかも知れな
い．また，彼は都市生活を嫌っているかも知れないし，
自分自身をよそものと考えているかもしれなし、」（Mayer
1971: 4-5). 
一…完全に，あるいは，真に都市化したかしなし、かを
選別するひとつの方法は，人びとが生活の本拠をどこに
おいているかによって，すなわち，田舎に本拠をおいて
いる country-rootedか，都市に本拠をおいている town
rootedかによって， 区別することである． しかし「そ
れは構造的な区別structuraldistinctionであり，文化や
価値values，《生活様式》wayof lifeや態度attitudesに
ついては，ほとんど何も述べてはいないのである」（ibid.
:6ー 7).
…従来アフリカの都市研究の諸文献においては，都
市化（あるいは脱部族化detribalization）とL、う言葉は，
そこに含まれる二つの相異なる変化のモード，すなわ
ち，構造的都市化 structuralurbanizationと，文化的都
市化culturalurbanizationの区別をあいまいにする，包
括的な用語として使われる傾向があった．しかしこの
区別は分析上，重要である．前者は個人をつつむ社会的
環境socialuniverseの変化であり，後者は行動の型pat
terns of behaviourないし，価値の変化である．「都市
化（あるいは脱部族化）のプロセスについて語る場合，
この二つの変のモードのうち，いずれを主として考えて
いるのが，それとも，二つのモードが結びついたプロセ
スに限って都市化というのか，を明らかにすべきであろ
う」（ibid.: 6). 
「都市化した人を，都市に本拠をおいた人town-rooted
personと定義する場合には，我々は， ただ，構造的側
面，すなわち，都市で形成され維持されている社会的紐
帯，都市社会への組みこみ，あるいは，都市で演じられ
る役割ーーーにのみ焦点を合わせているのである．この場
合は，ある個人は，都市に《家庭》をもつようになれば，
都市化したと呼ぶに値するであろう． しかし，一方で
は，文化的側面に焦点をしぼることも可能であり，おそ
らく，それは完全に正当化ううるはずである．すなわ
ち，ある個人の都市化を，彼の《生活様式》，制度化さ
れた行為，そして特に価値と態度によって評価するので
ある．この定義においては，真に都市化した人とは一一ー
私生活を含めて 都市的行動様式 urban mode of 
behaviourが完全に身につき，かつ，（何にもまして〕都
市的生活様式を積極的に評価している人でなければなら
ない．価値の問題は重要である．というのは，多くの場
合，人びとは外面的には順応していても，内面的には順
応していなくて，機会があれば，都市以前のパターγに
逆戻りすることになるからである」（ibid.・6).
I 都市的生活様式の特質
…イーストロンドンにおけるホーサ族移住民の生活
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は，南アフリカの他の諸都市におけるアフリカ人の生活
と同様に，経済的にも行政的にも．かなり厳しい制限を
うけている．たとえば，職業的には，ホーサ族は，きわ
めて限られた職種ーーそのほとんどは，未熟練の技術し
か必要としない，比較的低賃金の職種であるーーにしか
就くことかできない．また行政的には，ホーサ族は都市
への流入を制限され一一それは結果的には，移住者を都
市に長期にわたってとどまらせることになるのだが，し
かし，永住的なすまいを容易につくることを妨げてい
る一一黒人居住区 Locationに住むことを強制されてL、
る（ibid.: vii, 142, 283). 
しかし，それにもかかわらず，都市の生活は，田舎の
生活くらべれば，移住者たちにいっそう多くの選択的行
為 actsof choiceを要求している．都市には物資や制
度について相対的に多くのパラエティーがあるのみなら
ず，故郷からはなれることは，人びとの自由をも増大させ
る．選択はとくに移住者の私生活やレジャー生活の領域
一一それは家庭的，宗教的活動，およびリクリエーショ
γの活動を含んでいる一一ーで行なわれる（ibid.: 283). 
都市生活が農村〔部族社会〕の生活にくらべて，いっ
そう多くの選択的行為を要求するという原理は，分析
上， 二つのレベノレ， すなわち，《構造的》レベノレと《文
化的》レベルにおいて作用する．
構造的なレベル，すなわち，個々の人びとが，自己の
まわりにつくる社会的紐帯のネットワークについて考え
るならば．農村部族社会におけるネットワ｛クは，個人
にとってあらかじめ定められたものであるのに対し，都
市におけるネットワークは，個人の選択的行為を通じて
形成されたものである．
ホーサ族は，農村社会においては，必然的に，彼の親
族，隣人，それに同齢仲間age-matesとパー ソナノレな関
係をもたなくてはならない．これは，個人にとって，あ
らかじめ割り当てられた関係であり，彼はそれを受けい
れるのであって操作するのではない．一方，都市におい
ては，対人関係における個人的選択はフルに発揮される．
移住者は，彼ともっとも親密な関係を結ぶ人を自分で選
ぶのである．たとえば，彼は，兄弟，同齢仲間，友達，
内縁の妻，妻（子どもと一緒にあるいは子どもと離れて〉
のいずれとも，一緒に生活することができるし，また，
一人世帯で生活することもできる．故郷においては，世
帯は彼の近親によって構成されるものときまっているの
である（ibid.: 13-14, 284). 
文化的レベルについてみれば，農村と都市との違い
は，すでにある文化的制度 culturalinstitutionsや習慣
habitsへのはまりこみか，それとも，多様性のある制度
や習慣からの選択か，になってあらわれる．個人は，農
村〈部族）社会にいるあいだは，いかに行動するかにつ
いて，ほとんど選択の余地をもたない．彼は一生を通じ
て，特定の地位，たとえば，若者，成人男子，あるいは
老人という地位を与えられ，それに応じて，どのように
振舞えばよいのかを，自ずと知るのである．また，そう
した社会的地位に応じて与えられている制度一一ーたとえ
ば，各々の年齢階梯ごとにあるダンスパーティー，若者
たもの根棒競技，成人男子の飲酒一ーからぬけ出ること
も困難である．一方，都市においては，個人は，あらかじ
め定められた文化的なパターンや諸制度にはまりこむの
ではなく，さまざまの相異なる制度に遭遇し，それに対
する選択をせまられるのである．彼11，入手しうるバラ
エティーに富んだ制度や習慣のなかから，自分のものを
選び出し，自分自身の総合 synthesisをつくりあげてい
かねばならない．
都市文化は，それ自体のなかに，ひとつの文化的な問
題に対して，いくつかの選択可能な解答を用意している
のである．たとえば，都市において，ホーサ族に開放さ
れているリクリエーションあるいは娯楽の制度を考えて
みても，そのことは明らかである．すなわち，それは，
ラグビー，テニス，競馬，クリケット，ゴルフ，ギャン
プル，ダンスホ｛ノレでのダンス，スイング演奏，居酒屋
での飲酒，自宅での飲酒，映画，種々の音楽会やシヨ｛
など，選択可能なものを含んでいる．しかも，これらの
うちのいずれをとってみても，すべての人びとがすべき
ものとみなされているとか，特別の地位にある人だけに
それをする資格があるとかし、うことはない．都市におい
ては，宗教もまた，制度的にいっそう大きく分化してい
る．またそこでは，入手しうる消費物資のパラエティー
の帳も大きい．都市においては，農村にくらべて，生活
のスタイル全体が，選択に対して，はるかに大きく開か
れているのである（ibid.: 15-6, 284). 
皿 都市化における道徳的誘因
都市生活が，多様性のなからの選択によって特徴づけ
られるにしても，何をどのように選択するか，あるい
は，選択しないかは，人びとの都市的生活様式に対する
態度や価値づけにかかってくる．このことは，イースト
・ロンドンにおける，ホーサ族移住者の二つのカテゴリ
ー すなわち，レッドとスターノレの都市に対する反応の
ちがいをみれば，明らかである．
なお，この二つのカテゴリーは，ホーサ族自身が自分
たちを区別するカテゴリーあり， 1世紀あまり前，彼らの
ほとんどが，まだ農村の部族社会にいた時に，できあが
った区別である すなわちレッドとは，キリスト教化せ
ず，土着的な生活様式を守るホーサ族のことで，伝統的
な慣習により，結土を衣服や身体に塗っていたことか
ら，その名がおこった．一方，スクーノレとは，キリスト
教化され西欧的生活様式を支持する人びとで，宣教師に
よる学校教育うけることから，その名がおこった．
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ところで都市におけるレッドの移住者たちの特徴は，
一言でいえば，種4の選択を，白から制限してしまうこと
である．すなわち，社会的ネットワーク socialnetwork 
についてみるならば，彼らは，都市において，新しい社
会的紐帯，とくにレッドでない人びとの結びつきを避け，
同郷者とのみつきあおうとする．また，彼らは，田舎の
人びととの関係を，常に《手入れのよくゆき届いた〉）状
態にしておこうと努める． レッドの移住者たちの都市で
つくるネットワークは，いわゆるクロースニット・タイ
プclose一knittype （自己が知りあっている a,b, c・・・・・・n 
の人びとは，相互にもまた知りあっているような関係〉
であり 2），その社会関係は重複的関係multiplexrelation 
（同じ人びとと種々の場面で，種々の目的のためにつき
あうような関係，つきあう人びとの自己に対する役割lは
非限定的である〕によって特徴づけられる．言L、かえれ
ば，レッドの人びとの都市で形成する社会的ネットワー
クは，田舎のそれの延長なのである．レッドの移住者は，
文化的側面においても，故郷のシステムのなかにとどま
ろうとする．だから，たとえ収入があがっても，それに
よって自分たちの都市における生活水準をあげようとは
>k-.J..ステ";If'
せずに，農村に残っている家族や親族，および農場を
うるおす分にふりむけてしまう．都市にいる聞に，田舎
のホ｛ムステッドを経済的に《保護》しておくならば，
田舎で，名誉ある晩年を迎えられるだろうという希望を
もつことができるからである．レッドの移住者たちは，
都市においても故郷の人々の目を気にし，彼らの価値に
したがって生活しようとする．そこにみられるのは f部
族的》な道徳の遵奉であり，自分たちの仲間，自分たち
の女化へのとじこもりencapsulationである（ibid.: 284 
-293）.要するに，レッドの移住者は，都市に住んでは
いるが，しかし，間合の人なのである（ibid.: ix). 
一方，スクーノレの移住者たちの都市への適応の仕方
は，これとは大幅に異なっている．彼らは，故郷での社
会的紐帯の重大さをそれほど強調しないし，都市で新し
いつきあいの仲間をつくることを避けたり，同郷者にし
がみついたりしない．彼らが都市においっくりだす社会
関係は，一線的タイフ＂ single-strandtype（種々 の人々 と，
それぞれ異なる目的のために関係を結び，それぞれの人
びとの自己に対する役割は限定的〉であって，そこに形
成される社会的ネットワークは，ノレースニット・タイプ
loose-knit type （このタイプにおいては，自己が知りあ
っている人々 a, b, c, ・・・・・・nは，相互に知りあっていな
いし，また自己が所属している複数の団体は，その成員
構成において重なり合わない）である．また，彼らの都
市でつくる社会的ネットワークは，以前の田舎における
ネットワークとは，自己を介してつながりをもっ以外
は，不連続である．スクーノレの人びとは，都市が提供す
る多様性に宮んだ制度を十分に利用しようとする．彼ら
は，種々の可能な選択をすることを，積極的に評価して
いる（ibid.: 284-293). スクーJレの人々は，自分自身
を都会人と考えており，他の人々からも，そうみられて
いるのである（ibid.: ix). 
イーストロンドンにおいて，すべての移住者たちは，
レッドもスターノレも，同じように，同種の外部的状況
ーーすなわち，田舎の比較的未分化の制度から，制度的
に多様性をもっ都市への移行という一ーに直面してい
る．しかし， レッドとスクーノレとの問には，都市的環境
に対する反応の仕方において，これまでにみてきたよう
に，決定的な相違がある．その相違は，選択の可能性に
対する彼らの志向や，道徳的な誘因によって，もたらさ
れたものなのである幻（ibid.: 284, 291). 
D Mair, Lucy 1962. Book Review : Mayer. P. 
Townsmen or Tribesmen (Man, Vol. LXII, 
P.45) 
Kuper, Adam 1972. Book Review : Mayer 
P. Townsmen or Tribesmen (Man, Vol. 7, 
No. I. P.165〕
2l Mayerも断っているように，ここでいう《close-
knit》は，後に出てくる《loose-knit））とともに，
E. Bottの用法に従っている（Bott,Elizabeth 
1957. Family and Social Network). 
別 ちなみに，スクーノレとレッドとの閲には，実際
上，職種や賃金にはほとんど格差はみられないと
いう．アフリカ人の労働者が未熟練ないしは半熟
練の職種にしかっくことができない状況では，教
育のあるなしが，賃金の差となってあらわれない
のである（cf. Mayer 1971 : 142). 
9. ミ＂＂／チェル（都市社会の分析用具としてのソ
ーシャル・ネットワーク
James Clyde Mitchell (1918ー ）．南アフ
リカ生れの社会人類学者．ローズ・リヴィングス
トン研究所所長，ロ｛デシア・ニヤサランド大学
教援を経て， 1966年以来，マンチェスター大学の
都市社会学教授．ニヤサランド（現在のマラウ
イ〉，北ローデシア（現在のザンピア〕の都市にお
いてフイ｛ルドワークに従事．都市人類学関係の
著書に
The Kalela Dance, 1957 
African Images of the Town : A Quantitative 
Exploration, 1969 (Manchester Statistical 
Socitey），編著に
Social Networks in Urban Situations, 1969 
(reprinted, 1971，本稿使用〉
などがあり，論文として
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Urbanization, Detrbalization and Stbilization in 
Sotuh Africa : A Problem of Definition and 
Mesurement, 1956 (in Social Implications of 
Industrialization and Urbanization in Africa 
South of the Sahara, D. Ford, ed.) 
Theoretical Orientation in African Urba口
Studies, 1966 (in the Social Anthropogy of 
Complex Soceties, M. Banton, ed., A. S. A 
Monographs No. 4，本稿使用）
などがある．
ミッチェルのアフリカ都市の研究には，都市にお
ける部族的結社 tribalassociationsの問題を扱っ
たもの（Mitchell: 1957）や都市の統計的研究
(Mitchell : 1969〕などがあるが，ここでは，都
市研究の方法論の問題を扱った論文をとりあげる
ことにした．
I 社会変動におけるこつの側面
…・サハラ以南のアフリカ都市の研究は，部族生活と
都市生活の対比に，その関心を集中してきた．それは現
代アフリカの新興都市と，その都市が立地する地域との
聞に，文化的な不連続が存在するからである．植民地化
と，それにひき続く商工業の発展は，アフリカ人の生活
に多くの技術革新をもたらしたが，そのうちのひとつは
，新しい都市の急激な発展であった．しかし，そのよう
な新しい都市の住民のほとんどは，後背地の部族地域か
らごく最近，都市に出てきた人びとである．部族地域か
ら都市に出てまた人びとは，農村の環境では適当であっ
た行動様式が，都市がでは不適当であることを発見し，
そのために，彼らは新しい慣習や習慣に適応していかな
ければならない．そこでは，二つのタイプの変化が同時
に進行する．すなわち，一方では，部族の出身者が，す
でにある都市の制度に参加するために，その行動様式を
変え，他方では都市自体のなかで，新しい制度や行動の
パターンが発展する（Mitchell1966: 43-4). 
いずれにしろ， アフリカにおける都市研究は， 同時
に，社会変動の研究でもあった．しかし，アフリカにお
ける都市化の問題を，従来の社会変動の一般理論の術語
によって定式化することは，必ずしも適当ではない．そ
のもっともはっきりした例は，脱部族化detribalization, 
西欧化westernization，文化変容accultura ti onなどの術
語によって問題を定式化する場合である．というのは，
部族の出身者たちは，彼らの置かれた社会的状況に応じ
て，行動のパターγを使いわけていることが多いからで
ある．つまり，都市の制度に参加するためにはそれに適
応するが，もともともっていた行動のパターγや価値を
失ってしまうのではなく，故郷の村にかえれば，また背
からのパターンや価値に戻ることが多いのである．
従来，上に述べたような状況的変化situationalchange 
と呼ばれるべき変化が，歴史的変化あるいはプロセスと
しての変化historacalor processive changeと混同され
ることが多かった．しかし，この二つの変化のタイプ，
ないし側面は，明確に区別されなければならない．すな
わち，歴史的ないしプロセスとしての変化は，ある社会
ジステムの全般的な変化であり，ひとつの社会制度のな
かから，いかにして，別の社会制度が発展したか，とい
う場合であるのに対し，状況的変化は，人びとが，ある
ひとつの社会システムや制度から，別の社会システムや
制度に移動したためにおこる．一時的な行動の変化なの
である（ibid.: 44-8). 
I 社会関係のパターンを決定してくる諸要因
…都市住民の社会的やりとりのパタ｛ンを，あるい
は，そうしたやりとりが行なわれる脈絡を決定してくる
外的要因 exfernalfactorsとして，次の6つをあげるこ
とができる．これらの外的要因のいくつかは，どの都市
の特徴でもあるだろう（ibid.: 48-49). 
(1) 集落の人口密度（densityof settlement) 
「人口密度は，都市における社会的やりとりに一定の
特徴を与える．これらの特徴のなかで，最も重要なもの
は，都市住民1人のもつ対人接触の幅の広さであり，ま
た，つきあいにおける選択の要素の増大である．
(2) 移動性 mobility
「大部分のアフリカ都市は，人口が増加しつつあり，
その増加率は，当該の都市をふくむ地域全体の人口の自
然増加率をうわまわっている．移住者たちは，その程度
はさまざまであるが，都市と都市との間を，都市と部族
地域との聞を，そして，同じ都市内の相異なる場所の間
を，めぐり歩いている．アフリカの都市住民のこうした
居住の不安定性は，その社会関係を，ある程度，非永続
的なものとし，そのことはまた社会関係それ自体の性格
にも影響を及ぼしている．
(3）異質性 heterogeneity
「都市はその人口を広い後背地から吸引しているの
で，都市の住民は，民族的，部族的に相異なる地域の出
身者である傾向がある．そのために，都市の社会システ
ムは，これらのさまざまの要素が相互に社会的やりとり
をなしうる基盤を用意しなければならない．多くのアフ
リカ都市は，さまざまの部族的要素に加えて，かなり多
数の非アフリカ人の人口をも容しているのである．
(4）人口構成のかたより demographicdispro-
portion 
「商工業の企業一ーたいていの都市はそれによってな
りたっているのだがーーは，主として，筋肉労働者を要
求してきたから，都市は，周辺の地域から，主に若い男
性を選びだす傾向があった．そのために，発展期の都市
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は，たいてい，その年齢別，性別の人口構成において，
明らかなかたよりを示している」．
(5）経済的分化 economicdifferentiation 
「たし、ていの都市は，その人口の量と密度のために，
さまざまの広い領域にわたる経済活動を支えることがで
きる．このことは，職業の分化を，それについで生活水
準の分化を，さらにその結果として社会成層 social
stratificationを導きだし，おのずから社会的やりとりの
パターンに影響を及ぼす」．
(6) 行政的・政治的制限 administrativeand 
political limitations 
「多くの都市は，とくに大陸の南半分においては，ア
フリカ人住民の種々の運動や活動がかなり制限されるよ
うな政治的，行政的構造のなかに置かれてきたし，現在
でも，なおそれは続いている．そのような行政的，政治
的な束縛は，アフリカ人と非アフリカ人の，そしてアフ
リカ人同志の社会的やりとりのパターンに明確な影響を
及ぼしている」（Mitchell1966・49 50). 
「各々の都市は，多分，これらの外的決定要因のうち
の一定の集合をもっており，社会的統合体としては，そ
れ自体，独自性をもっている・＼都市社会学者のなす
べき任務はこれらの外的諸要因のさまざまな枠組のなか
における社会的諸関係と，その社会的諸関係を強化して
いる価値 valuesを研究することにある」（ibid.: 50〕．
聞 社会関係の三つのオーダーとソーシャル・ネ‘Y ト
ワー ク
外的諸要因によって組み立てられた枠組のなかに存在
する社会的諸関係は，分析の便CIY上，三つのオーダーに
わけることができる．しかも，社会的諸関係を，相異な
るオーダーに分けることができるということが，とりも
なおさず，大規模社会，とくに都市の社会システムの特
徴なのである（Mitchell1966・51,1971(196の： 9)
三つのオーダーとは，次のようなものである．
(1）構造的オーダー thestructural order 
このオーダーにおいては，人びとの行動はひとつの秩
序だてられた地位 positionsの集合一ーたとえば，工場，
家族，鉱，1，，任意団体，労働組合，政党などのーーにお
いて彼らの占める地位にふさわしい行為によって説明さ
れる．言い換えれば，このオーダーにおいては，社会的
諸関係は構造化されていて，行為の規範が，他の人びと
のもつ役割期待 roleexpectationsによって，規定されて
いるのである
(2) 力テゴリー的オーダー thecafegorical order 
ここでは，人びとの行動は，構造化されない状況にお
いて，階級，人種，民族とか，イーストロンドンのホー
サ族におけるレッドとスクール〔 cf. P. Mayer 1971 
〔1961）〕のような，社会的ステレオタイプによって説明
される．
(3）個人的オーダー thepersonal order 
このオーダーにおいては，人びとの行動は，構造化さ
れた状況においても，構造化されない状況においても，
ある個人が一群の人々との聞にもつ個人なつながり
personal linksによって説明される（Mitchell1966 : 51 
-6, 1971 9-10〕．
従来の構造的機能的分析 structural/functionalanaly-
sesにおいては，人びとの行動は主として，構造的オー
ダーにおいて説明されてきた．すなわち， 「古典的な人
類学の研究は，〈部族〉，〈社会〉，あるいは〈コミュニテ
ィー〉などをー単位としてとりあげ，その成員の行動を，
一連の相互に関連しあう制度，構造，規範，および価値
によってt荷き出した」（Mitchell1966 : 56, 1971(1969) 
9). 
構造的機能的分析は，比較的孤立した，小規模の社会
においては，たしかに有効である．たとえば「ヌア族や
タレンシ族の親族，および親族の政治的，法的拡大たる
リネッジの〈制度的〉構造は，ひとつの首尾一貫した，
体系的枠組をもち，人びとの日常的行為と相互関係はほ
とんどすべて，その枠組のなかに，ぴったりとはめこん
でしまうことができる」（Mitchell 1971・9).
しかしこのようなアプローチの仕方は，もっと複雑
な社会，とくに都市社会には不適当である．都市社会に
おいては，同一人物が，社会関係のオーダーが異なるに
つれ，いくつもの役割を演ずる．しかも，ひとつの役割j
における行為も，常に一貫性をもっているとはかぎら
ず， 1人の人物が，状況に応じて相矛盾するような行動
をとるのである（Mitchell: 1971 : 8; 1966 : 58). 
このような都市社会や現代社会の分析には従来の構造
的分析ないしは制度的分析に代るものとして， あるい
は，それを補なうものとしてソーシャノレ・ネットワーク
の分析が有効である． ソーシヤノレ・ネットワークは，先
に述べた社会関係の三つのオーダーのうちの個人的オー
ダーにかかわるものであり，個々の人びとが自分のまわ
りに築きあげる個人的つながりのネットワークなのであ
る．我われは， この個人的ネットワーク personalnet-
workの詳細な研究を通じて，必ずや，都市における人身
の社会行動について，重要な洞察を生みだすことができ
るであろう
なお，この場合のネットワ｛クは，社会心理学のソシ
オグラムや数学のグラフ理論に関連する，分析用具とし
ての概念であって，従来， Radcliffe-Brownらによって
使われてきた 比師会的な概念ではない（Mitchell 1971 
: 1「 2,48-9 ; 1966 : 54-5). 
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10. レ＂＂／ドフィールド（都市文明と道徳秩序の
変革）
Robert Redfield (1897-1958）.米国の社会人
類学者.1920年シカゴ大学を卒業．同大学の講師，
助教授を経て， 1934年に教授となり， 1947年以降，
同大学人類学部の学部長の任にあった．
メキシコのユカタン半島でフィノレドワークを行
ない，いわゆる民俗社会と，その都市社会との接
触によって生ずる変容過程を研究した．オスカー
・ルイスが指摘したように，レッドフィールドの
学説は， FolkCulture of Yucatan (1941〕から
The Village that Chose Progress (1950）を経
て， ThePrimitive World and Its Transforma-
tions (1953) vこいたるまでにかなりの変化をとげ
ている口．しかし，従来，我国に紹介されてきたの
は主として，FolkCulture of Yucatanにみいださ
れるいわゆる都都連続体論であった．本稿では，こ
れまで紹介されることの少なかった ThePrimi-
tive World and Its Transformationsをとりあげ
ることにした．著書に
Chan Korn, A Maya Village, (with Alfonso 
Villa Rojas) 1934 
The Folk Culture of Yucatan, 1941 
A Village that Chose Progress, Chan Korn 
Revisited, 1950 
The Primitive World and Its Transformations, 
1953 (1966, 9th printing本稿使用〉
Peasant Socity and Culture : An Anthropo 
logical Approach to Civilization, 1955 （安藤
慶一郎訳『文明の人類学』 1960，誠信書房刊〉
Human Nature and Study of Society, the 
Papers of Robert Redfield, Vol ] , I, 
1962, ed. by Margaret Park Redfield. 
などがある．
(1）都市革命のもたらしたもの
[ ......都市の発生以後，人類はそれまでとは何か異な
るものとなった．……文明以前の生活から文明生活への
移行は，人類がその歴史において経験したもろもろの変
化のなかで，とくに重要な転換点であった」（Redfield
(1966: ix). 
…食料生産革命と都市革命は，ひとつの大きな変革
の二つの局面であるが，人間の習慣や精神的能力の変化
に興味をもっ者にとっては，都市革命は，いっそう重要
な局面であった．人間が，自分たちの生活と世界に対し
て変革的な態度をもつようになったのは，都市生活の出
現以後のことだからである…… (ibid.: 5-6). 
－…・都市文明以前の社会は，今日の未聞社会がそうで
あるように，孤立性，小規模性，同質性およびひとつの
生活様式を比較的安定した状態に保っておこうとする共
通の努力，などの諸特徴をもっ．……このような社会に
おいては，秩序は，人々のもつ道徳的な確信によって支
えられていた（ibid.・12,15). 
「・…・・少数の孤立した残存者をのぞけば，都市文明の
発生は，都市文明以前の人々を種類のちがった人4に変
革した．我われは，文明を，人間の再形成 remakingof 
manと考えることができる……この人類の再形成は都市
の作用であった」（ibid.: 29〕．
(2）都市文明と道徳秩序
…民俗社会〔ここでは，都市以前の社会を意味して
いる〕においては，技術秩序technicalorderは道徳的秩
序moralorderに従属している．そこでは道徳秩序は自
己矛盾がなく強固である．食料生産革命と都市革命にと
もなって，人類の技術秩序は加速的な発展をとげたが，
そのことはまた，従来の道徳秩序を深刻な混乱におとし
いれる結果をまねいた．都市文明は，人間類型の分化を
生みだし，また多くの種類を異にする人びとを集め合わ
せた．住民の異質性は，古代，現代を問わず，都市の第
一の特徴でる．そして，この異質性にともなって，旧来
の道徳秩序に対して懐疑が生ずる．都市においては，住
民の異質性，少数者の搾取，知織と機能の専門化を通じ
て，伝統的な文化の根がひきさかれる（ibid. 48-9). 
旧来の古い伝統の崩懐とともに， トインピーのいわゆ
る〈プロレタリアート〉が生み出される．彼らは，社会
において，先祖伝来の地位から廃除され，根こぎにされ
た人びとであり，しかも，そのことを意識し，それに対
して憤りをもっている人々である…・－．彼らの反応は，
怒りの爆発となることもあり，あるいはまた，宗教運動
の形をとることもある・・… (ibid.: 49-50). 
ともあれ， 「改宗をすすめる説教者，道徳の更新をす
すめる説教者は都市文明の産物である．小さな地方的共
同体に限定されていたもろもろの道徳秩序が，防衛すべ
きもの，そのために闘うべきもの，新しく創りなおされ
るべきもの，となるのは都市を通じてである」（ibid,: 
55). 
r・h ・－－都市文明を技術秩序の発展と同一視するだけで
は不十分である．技術秩序の影響は，新しい道徳秩序の
創造をも含むものだ，ということが認識されなければな
らない．文明を通じて，人びとはただ混乱させられ，不信
と生きる意志を喪失した状態に投げだされただけではな
い．都市文明を通じて，人々は道徳的創造性を鼓舞され
もしたのである」 (ibid.: 77〕．
〔要するに，都市文明においては，技術秩序の拡大に
ともなって，旧来の道徳秩序はゆさぶりをうけ，破壊さ
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れもするが，一方では，新しし、レベルにおいて，いっそ
う包括的な，道徳秩序が再建されるというのである．レ
ッドフィー ノレドによれば， 1，今代の都市文明の発生地，あ
るい，その周辺でおこった世界宗教，あるいは大思想こ
そ，旧来の地方的な道徳秩序の崩壊と混乱のなかから，
新たにつくりだされた，拡大された道徳秩序なのであ
る〕．
すなわち， 「それらの世界宗教のおのおのは，すべて
の人びとを新しい道徳秩序に包摂することを教えた．こ
れらの宗教と新しい倫理的な教義は1000年の間に，貿易
と旅行と征服とが，もろもろの地方的文化を破壊してし
まったときに，何千人もの人びとが，人生における目的
意識を失ってしまった時に起こった．それらは道徳秩序
の最初の偉大なる拡大であり，地縁的共同体と地方的文
化を超越し，すべての人びとを包摂するものとして，認識
されるべきものなのである．そして，それらが示した偉
大なる創造性は，都市文明それ自体の拡張的かつ破壊的
性質によって，可能なものとなったので、あった」（ibid.
: 80) 
…人類学者は，これと同じ創造性を，崩壊した民俗
社会の土着化運動 nativisticmovementのなかにみいだ
す．未聞社会に対する文明の街戦は，ある場合には，新
しい思想，新しい宗教，そして新しい倫理的な諸観念を
生みだす刺戟となった・・・（ibid.: 80) 
…・・土着化運動は，単なる欲求不満や，絶望からの逃
避願望の投射であるばかりでなく，道徳秩序に対して新
鮮なヴイジョンを提供するという，人間の知性と洞察の
力をも示しているのである．それは，政治的な形態をと
り，世俗的な民族主義的な運動になることもある．
' 「……都市文明は道徳秩序の破壊者であると同時に，
創造者でもある．古い地方的な女化の崩壊は，人間の世
界観の拡大でもあるよ……初期の文明の根こぎにされ，
追い立てられたプロレタリアートにおいても，文明が彼
らに加えた破壊作用のなかから，共通の主張をもっとい
う新しい意識がっくりだされた．現IJ~手の痛みそのもの
が，新しい教義や思想、を生みだすための生みの苦しみと
なった．この教義は，いかなる未開社会の，いかなる古
い道徳秩序より，いっそう包括的である（ibid.: 81). 
また，都市文明は，人々の世界観をも変革した．へプ
ライ人による唯一絶対なる神の創造，そしてギリシャ人
の科学一一世界を，秩序がそのなかに内在するものとし
て，神に言及することなしに認識した一一ことは，とも
に，世界観の際史における， if:大な出来事であった．そ
れらは都市文明の出現によって生れたものである．絶対
無条件の神も，まったく現世的な自然法則の記述も，都
市文明の発生以前の野蛮ないし未聞の社会では，考えら
れないことである（ibid.: 102〕．
(3）都市文明とJl:革の思想
・…・都市文明の出現とともに，人聞は，計画的デザイ
ンによって，自分自身と社会とをつくるに足るだけの能
力を負わされることになった．変革の精神も，革命的な
夢を夢みることも，都市文明とともにはじまった．この
ことが，都市文明を，都市文明以前の生活とはきわめて
異なるものにしているのである（ibid.: xi, 127). 
「－－－都市文明の影響をうけない社会においても，人
びとは，その思想、を変え，ものごとのやり方を変えはす
るけれども，自分たちがそうしていることを，意識して
いないことが多い．そればかりではなく，孤立した諸条
件の下では，これらの変化は小さな変化にすぎない
(ibid. : 133). 
「都市文明は，新しい未来を築く能力が要求されるよ
うな状況を生みだし，かつ，そうすることによって発展
してきたのだ，ということは明らかである．都市文明は，
さまざまな心の出合いである．都市文明は，人聞の労働
に対して，新たなる強要を加える．そしてまた，都市文
明は，食物，建物，戦争，残r¥i，政治的冒険などの組織
化であり，大量生産である．すべての人びとが，ほとんど
同じようなことをやり，若い人びとが年寄りのしたこと
をやり続けていく社会においては，変革者は現われそう
にもないし，また歓迎もされない．変革者は，シュレジ
ンガー教授の名言によれば， 〈平和の妨害者〉なのであ
る．しかし，もし平和がすでに妨害されているのならば
どうなるのか？平和は，都市文明においては，多くの人
びとにとって，常に妨害されている．そこで，変革者は，
すでに混乱をきわめでいる世界を変え，あるいは，その
世界のなかにいる人びとを変革しようとして，その努力
を傾けるのである」（ibid.: 136). 
1. サウゾル（アフリ力都市のニ類型〕
Southall, Aidan William (1920ー 〉英国
生れの社会人類学者．ケンブリッジ大学に学んだ
のち，ウガンダの東アフリカ社会調査研究所East
African Institute of Social Researchにおいて，
調査，研究に従事．ウガンダのマケレレ大学教授，
東アフリカ社会調査研究所所長，シラキューズ大
学（ニューヨーク〉の人類学教授を経て，現在ウ
イスコンシン大学教綬．
1959年，国際アフリカ研究所 International
African Instituteがフォード財団の援助のもと
に，マケレレ大学で現代アフリカ各地域の専門家
を集めてセミナーを開催したが，サウゾノレ教授
は，このセミナーの組織者兼，議長をつとめた．
本稿で紹介する論文は，このセミナーの成果をま
とめたSocialChange in Modern Africa (1961, 
都市の概念・各論5（人類学〉 3i 
ed, by Southal）の「序論的要約」である．都市人
類学関係の著作としては
Townsmen in Making, 1957 (P. Gutkindとの
共著）
Urban Anthropology : Cross-Cultural Studies 
。fUrbanization, 1973 （編著〉
”Determinansts of Social Structure of African 
Urban Populations : with Special Rreference 
to Kampala" （下記参照〕
”Some Probrems of Statistical Analysis m 
Community Stadies, Illustrated from Kampala 
（共にD.Fordの編集した SocialImplications 
of Industrialization and Urbanization in Afica 
South of the Sahara,. 1956, UNESCOに収録
されている）などがある．
…・・アフリカの伝統的部族社会が，従来考えられてい
たよりはるかに流動的であることは，最近の研究によっ
て明らかにされてきている．たとえば，部族の境界はし
ばしば明確さを欠き，部族の同定は高度に相対的であ
る．また部族社会そのものが，必ずしも同質的ではなく，
安定性を欠いている場合が多い．しかし部族社会で起き
る変化は，大きくみれば，自足的経済と，親族に結びつ
いた社会構造の内部における変化であり，いわば一定の
型のシステム内での変化であった．
これに対して，植民地統治と工業化によっておこった
新しい変化は徹底的であり，システムそのものの変化で
ある．多くの都市の発展，就業労働者の数の増大，収入
の格差などにともなって，人びとの社会関係と個々の人
の役割に大きな変化がおきている．そして，変化のセン
ターとなるのが都市，鉱山，プランテーシヨンである
(Southall 1961 : 1-2). 
現代の変化しつつある状況において，社会関係の型に
影響をおよぼす外部的要因として，。）労働力の移動によ
って生じた都市ないし就業センターの人口構成，（2）人口
集中地域と周辺の農村地域あるいは部族地域との結びつ
きの性質，（3）民族的多様性の程度と，民族聞の地位の分
化，（4）当該地域の文化，社会構造の多様性あるいは斉一
性，（5）職業的特徴，（6）収入の程度と上下の幅，（7）住宅政
策と行政，（8）工業化の程度，（9）世界宗教の布教の強さ，
などがあげられる．これら外部的要因の多くは相互に関
連しており，現実にはいくつかの相異なる組み合せをつ
くって作用している．
…変化の主要なセンターである都市は，これらの外
部的要因の組み合わせとして，とらえることができる
が，それは，大まかにみて，二つのタイプにわけること
ができる．すなわち，古く成立してゆっくり発達した都
市（Aタイプ）と，工業化によって急速に発達した都市
(Bタイプ〉である．さらにまた，アフリカの都市のみ
ならず，アフリカの全領域がこの区分にそって大きくわ
けられる．すなわち，タンガニーカ〔現在のタンザニ
ア〕，ウガンダ，〔｜日〕仏領赤道アフリカ（かつての仏領
コγゴ〉，〔旧〕英領および仏領西アフリカにおいては，
大部分の都市がAタイプに属し，南アフリカ，南北ロー
デシア〔現在のマラウィ， ザγピア，ロー デシア〕， ケ
ニヤ， 〔旧〕ベルギー領コンゴでは，大部分の都市がB
タイプに属する（ibid.: 5一7).
Aタイプの都市は，かなり同質的な，多かれ少なかれ
土着的な住民の核をもつことによって，ローカルな部族
として，遠方から来る移住者たちが模範とすべき，一定
見，－＃:A
の地位の尺度を提供している．都市周辺の土地は，商品
作物とともに自給用の作物のために使用されているの
で，これらの都市の生活においては，自給自足的農業は
まだ一定の役割をもち，都市の住民は，農場をかなりは
なれた所にもっていて，そこに行って働き，そこから食
料の供給をうけている．職業はきわめて多様であり，し
かも工業的であるよりも，むしろ事務的，商業的職業が
支配的である．これに応じて，事業体は小さく，独立の
企業家が多い．職業ないし階層は，富裕な企業経営者，
地主，財産家そして各種の専門家，下っては貧しい依存
者，自由労働者，および乞食にいたるまで，幅広く分化
している．住宅政策は許容的かつ自由放任的で，地主僧l
と手広い賃貸や間貸しをともなっている．居住の形態
は，統制をうけないので，住居の配置や質と同様に種々
さまざまであり，堂々たるマンションから一時的な小
屋，および過密のスラムまでの幅がある．一般大衆のた
めの住居の設備の水準はきわめて貧しいけれども，それ
は，アフリカ入社会の外側から人工的に供給されたもの
ではなく，アフリカ入社会の内部で，自発的な経済的反
応によって用意されている．それは，もっと費用のかか
った設備より，利用者のニーズに種々のやり方でよりよ
く適合しているのである．このような諸条件において
は，広範で団体的な親族構造が作用することはめったに
ないけれども，しかし，それらの諸条件は，ある部族，
ないし親族が，かたまって住むことぐらいは許している
のである．宗教的布教団体は，しばしば目立つた役割を
演じているけれども，それは都市それ自体において大き
な影響力をもつよりも，むしろ周辺の農村や部族におけ
る活動の本部として作用している（ibid.: 7-8〕．
一方， Bタイプの都市は，極端な場合には住民がすべ
て移住者たるアフリカ人からなっていて，しかも，その
かなりの部分が遠隔地の出身者である場合もある．ここ
では都市と農村との断絶は明確であり，都市は，事実上，
農村生活の自給的基礎を排除している．これはたぶん経
済的圧力が，都市周辺の土地をを資本主義的に利用しよ
うとする方向に働いているために，農民的な人口は排除
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され，あるいは，そのようなアフリカ人が，法的に土地
を占拠することが禁止されているからであろう．
Bタイプの都市においては，行政的統制が厳重で，し
かもその統制は，移住者たちからみれば，外国からきた
明らかに人種を異にする支配的民族集団によって，行な
われるのである．
職業構造は，事務労働者，熟練労働者，未熟練労働者
の聞の明確な区別に基づいており，しかも，それは比較
的少数ではあるが大規模の外国の法人組織によって支配
されている．アフリカ人の管理職，企業家，地主，専門
家はほとんど育たず，アフリカ人の独立的な経済活動は
ほとんどみられない．新たに出現した階層構造は，職業
構造に密接に結びつく傾向があるが，しかし，それは，
相異なる人種的カテゴリーの聞の，擬似カースト的区別
の様相をおびている．相異なる人種的カテゴリーは，そ
れ自体，経済的，政治的機能においてかなり分化してお
り，そのことがまた，それらのカテゴリーの社会的分裂
を支えているのであ．アフリカ人住民のアスピレーショ
ンは，部族に基礎をおく福祉団体，ならびに，労働組合や
政党という形をとってあらわれる．〔集団形成の〕中核と
なるような伝統的な制度は存在しない．〔アフリカ人の〉
収入のレベノレは職業と同じくはっきり区別されている
が，しかし全体としてみれば，上下の幅はそれほど大き
くはない．事務職はエリートを形づくり，しかもその数
は少ない．
住居の供給は，ほとんど全面的に大企業や地方および
中央の行政機関によって行なわれているので，厳しく統
制され，柔軟性を欠いている．宿泊施設を得るために，
人は家族持ちか独身かによって区別され，しかもひき続
いて居住できるか否かは，就職の証明があるかなし、かに
かかっている．同じ部族ないし親族の者がかたまって住
むことは，古い都市以上にできにくい．
宗教的布教団の活動は， 〔Aタイプの都市のように〕
古い社会であれば，社会変化をひきおこし新しい集団
と指導者を形成する比較的積極的な要因となりうるであ
ろうが，ここでは，教育，福祉，医療の仕事を行なう総
合的機構であるにとどまる（ibid.: 8 9〕．
若干の都市は，このAタイプ， Bタイプの両極のいず
れかにかなり近い形をとるが，しかし，大部分の都市
は，同タイプのいわば中間型，ないし混合型の性格を示
す．たとえば，多くの西アフリカの都市はAタイプの特
性を示す（とくにオショグポはそうである）が，しかし，
イノミダン， ラゴス，ダカーノレ，アピジャン， クマシ，ア
ッカ，フリータウンなどの都市は，西欧の企業内での仕
事に引きつけられて移住してきたアフリカ人住民が多い
けれども，アフリカ人自身，自分たもの責任で，自分たち
内部の企業活動にかなり従事しており，生活様式の調整
においては，かなりの自律性を享受している（ibid.: 10 
11). 
この二つのタイプについて，もうひとつの注目すべき
ことは，行為の規範 normsof conductについて， Aタ
イプにおいては，都市と農村との間にかなりの連続性が
みとめられるのに対し， Bタイプにおいては，両者の間
に大きな不連続があることである．行為の規範と社会関
係との結びつきはきわめて緊密であり，そのために，そ
れは社会変動の研究にとって重大な問題となる．規範は
しばしば象徴的に表現される．この点で，規範は，行為
についての厳重な規制であるよりも，むしろ，人びとが
こうありたいと願うアスピレーションをあらわしてい
る．そして，そのアスピレーションは，たし、てい地位と
階層についての考慮に向けられている．特にBタイプの
都市においては，移住民にとっては，はじめは，ただち
に同化しうる型ないし規準がなく，社会的空白状態にお
かれるために，非伝統的，部族外的関係における地位の競
争となってあらわれるのである（ibid.: 19-20, 15, 8〕．
